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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 
 本標準は１９９２年１０月、加速勧告化手続きにより承認されたＣＣＩＴＴ勧告Ｖ．１１０に準拠した

ものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
2.1 オプション選択項目 

な し 

 

2.2 ナショナルマター項目 

な し 

 

2.3 その他 

本標準は、上記ＣＣＩＴＴ勧告に対し、下記項目についての記述を削除している。 

(a) 制限つきの６４kbit/s 転送能力に関すること。 

本項目を削除した理由：国内通信では制限つきの６４kbit/s 転送能力は実存しない。 

 

2.4 原勧告との章立て構成比較表 

 上記国際勧告との章立て構成の相違を下表に示す。 

 

本   標   準 ＣＣＩＴＴ勧告Ｖ．１１０ 備    考 

１章 概 要 

 1.1 本標準の規定範囲 

 

まえがき 

原 勧 告 の “ ま え が

き”を１章に統合 

 1.2 参照構成 １章  

２章 Ｓ点及びＴ点における信号 ２章  

３章 相互接続回路 ３章  

４章 動作シーケンス ４章  

５章 網独立クロック ５章  

６章 ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞﾊﾟﾗﾒｰﾀ交換状態 ６章  

７章 テストファシリティ ７章  

 付属資料 Ａ ＡＮＮＥＸ Ａ  

 付  録 Ⅰ ＡＰＰＥＮＤＩＸ Ⅰ  

 付  録 Ⅱ ＡＰＰＥＮＤＩＸ Ⅱ  
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３．改版の履歴 
 

版 数 発  行  日 改 版 内 容 

第１版 平成 元年 ４月２８日 制 定 

第２版 平成 ２年 ４月２５日 誤記訂正及び表現の適正化等 

第３版 平成 ４年１１月２６日 対応する国際標準の標準化作業進展による改版 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 

 

５．その他 
  (1)  選択肢のある項目の規定 

標準ＪＴ－Ｖ１１０のサービスを満足するために、以下に示す選択肢のある主な項目において、

少なくとも一つの選択肢を選択することができる。但し、網を経由して本標準に準拠したデータ端

末装置間でデータ通信をする場合において、各々が採用した選択肢の整合性を確認する必要がある。 

 

選択肢のある項目一覧 

 
 

項番 
 

項   目 
 

（本文参照箇所） 

 
選   択   肢 

 

選択肢 
 

の関係 

 
備  考 

 
１ 

 

非同期モードの速度

情報を示す方法 

（表 2-5/JT-V110 

注４） 

①アウトバンド信号（Ｄチャネル内のレイヤ

３メッセージ） 

②付録Ⅰに記述されているようなインバンド

パラメータ交換 

Ｅ 

 

Ｏ 

 

 

２ 

 

56kbit/s のユーザ速度

から 64kbit/s への速

度整合へのフレーム

構成 

（2.2 節） 

①表 2-7b/JT-V110 を用いる 

②表 2-7c/JT-V110 を用いる 

 

Ｅ 

Ｏ 

 

３ 

 

フロー制御 

（2.4 節） 

①フロー制御を提供しない 

②フロー制御を提供する 

Ｅ 

Ｏ 

 

４ 

 

コネクタ 

（3.5.2.2 節） 

①ＩＳＯ４９０２による 

②ＩＳＯ２５９３による 

Ａ  

５ 

 

網独立クロック 

（５章） 

①網独立クロックをサポートしない 

②網独立クロックをサポートする 

Ｅ 

Ｏ 

 

６ 

 

インバンドパラメー

タ交換   （６章） 

①インバンドパラメータ交換を提供しない 

②インバンドパラメータ交換を提供する 

Ｅ 

Ｏ 

 

 

 記 号  Ｅ：必 須 

Ｏ：オプション 

Ａ：二者択一またはどちらも選択可能 
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  (2)  継続検討中の項目 

 

継続検討中の項目一覧 

 

項番 項目および本文参照箇所 内       容 

１ 

 

特殊な信号速度のサポート 

（2.1.2 節）

600,1200,2400,4800,7200,9600,12000,14400,19200bit/s 以外の同

期式データ信号速度 

２ 

 

 

回路 105, 108 のサンプル 

タイミング 

（図 2-2/JT-V110 注２）

ＳビットとＤビットの整合は標準 JT-X30 と互換性があるよう

に意図されているが標準 JT-V110 に関して厳密に必要である

かの検討 

３ 

 

速度交渉 

（2.1.2.5 節）

速度交渉の必要性と方法 

 

４ 

 

中間速度列の多重化 

（2.1.4 節）

複数の中間速度列から 64kbit/sＢチャネルへの多重化 

５ 

 

Ｎビットの値（24 が暫定） 

（3.3 節）

回路 105 が ON となってから回路 106 が ON となるまでの遅

延時間 

６ 

 

データ信号速度選択 

（表 3-1/JT-V110 注５）

データ信号の速度選択に使用する回路 111,112 の使用方法 

７ 

 

送信エレメントタイミング 

（表 3-1/JT-V110 注６）

回路 113 の使用についてはＩＳＤＮの同期の性質上制限があ

る 

８ 

 

ループバック試験 

（表 3-1/JT-V110 注８）

回路 140,141,142 の使用について 

 

９ 

 

フレーム同期外れ 

（4.1.5 節）

３秒、３フレームの値 

 

10 

 

テストファシリティ 

（７章）

保守用試験ループの提供 

 

11 

 

インタワーク機能 

（付図 A.2/JT-V110 注１）

細部条件 

 

 

 

  (3)  本標準と標準ＪＴ－Ｖ１２０との関係 

ＣＣＩＴＴ勧告では、Ｖシリーズ端末をＩＳＤＮへ収容するプロトコルとして、Ｖ．１１０およ

びＶ．１２０という互換性がない二つが並列して勧告化されている。ＴＴＣでもこのＣＣＩＴＴ勧

告に準拠し、本標準および標準ＪＴ－Ｖ１２０を共に標準化する。その理由は以下の通りである。 

本標準および標準ＪＴ－Ｖ１２０はその技術方式の違いから、それぞれ違った特徴を有している。

そしてそれぞれの特徴により、両標準の使用が適する領域も異なっている。従って、この二つを共

に標準化することにより適用領域を拡げ、ユーザの利便性、選択性を増すこととした。 

両標準の特徴および適用領域の概要は次の通りである。 
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特徴および適用領域 

 

 本標準（ＪＴ－Ｖ１１０） ＪＴ－Ｖ１２０ 

 

特 

 

 

 

徴 

 

(1) ビットマッピング方式による速度整合 

(2) レイヤ１機能による、端末データのトランスペ

アレント伝送 

(3) 固定多重方式による多重化機能 

 （継続検討課題） 

(4) 回線交換モードに対応 

 

(1) ＨＤＬＣフラグスタッフ方式による速度整合 

(2) 標準ＪＴ－Ｑ９２２準拠のレイヤ２機能により

ＴＡ／ＴＡ間の誤り訂正機能を有する 

(3) 回線交換モードおよびフレームモードに対応 

(4) 統計的多重方式により、多重化性能が高い 

(5) 伝送上、ＨＤＬＣフレームの組み立て、分解に

伴う遅延が生じる 

 

 

適 

 

 

用 

 

 

領 

 

 

域 

 

(1) 一般にモデムの置換に適合し、システム設計し

やすい 

(2) システム設計上、端末・端末間の遅延を考慮す

る必要がほとんどない。従って、今後、８kbit/s

を単位とした多重化に関して標準が完成すれ

ば、低速データの多重のみならず高能率符号化

音声データ（32kbit/s 以下）の多重などにも適

用できる 

(3) 高速（48kbit/s 以上）のファイル転送、高速

バッチ処理等のアプリケーションに適合しやす

い 

(4) 標準ＪＴ－Ｘ３０と同一の速度整合方式を用い

ていることから、Ｘ．２１系端末との相互通信

が可能である（半二重通信については継続検討

課題） 

(1) 無手順端末を接続した場合、ＴＡ／ＴＡ間の誤

り訂正機能により、伝送上、より高い信頼性が

得られる 

(2) 端末・端末間の遅延を考慮にいれたシステム設

計が必要となる場合がある。高能率符号化音声

データの伝送は、放送モードでは遅延に無関係

のため使用可能である 

(3) Ｂチャネルのみならず、Ｈ０、Ｈ１１チャネル上

での多重が可能となるため、遅延が許容できる

場合、ＴＡ・ホスト間、ＰＢＸ・ホスト間、Ｐ

ＢＸ・ＰＢＸ間、など同一対地間での高度な多

重に適用されよう 

 

 

 

  (4)  本標準をＤチャネル呼制御メッセージ上で表示する方法 

標準ＪＴ－Ｑ９３１で規定されている情報要素（伝達能力、低位レイヤ整合性）を用いて本標準

を具体的に表示する方法については標準ＪＴ－Ｑ９３１補遺（レイヤ３の使用方法の明確化）を参

照。 

  (5)  参照している主な勧告、標準等 

(ⅰ) ＴＴＣ標準 

ＪＴ－Ｉ４３０，ＪＴ－Ｉ４６０，ＪＴ－Ｘ３０，ＪＴ－Ｑ９２１，ＪＴ－Ｑ９３１， 

ＪＴ－Ｖ１２０ 

(ⅱ) ＣＣＩＴＴ勧告 

Ｘ．１，Ｖ．１０，Ｖ．１１，Ｖ．１４，Ｖ．２４，Ｖ．２５，Ｖ．２５ｂｉｓ，Ｖ．３５，

Ｖ．５４，Ｖ．１１０，Ｖ．２３０，Ｉ．２１１，Ｉ．４１１，Ｉ．５００，Ｉ．５１０， 

Ｉ．５１５，Ｉ．５３０，Ｉ．６００，Ｉ．６０３，Ｔ．５０ 

(ⅲ) ＩＳＯ 

２１１０，２５９３，４９０２ 
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１．概　要

1.1　本標準の規定範囲

　ＣＣＩＴＴは以下のことを考慮して、ＩＳＤＮによるＶシリーズインタフェースを持つデータ端末装置

（ＤＴＥ）のサポートに対し適用される勧告Ｖ. １１０を規定している。

　ａ．ＩＳＤＮは、勧告Ｉ．４１１に記述される参照構成に従って加入者端末に接続するために汎用イン

タフェースを提供すること。

　ｂ．ＩＳＤＮの発展期において、ＩＳＤＮに接続する必要があるＶシリーズインタフェースを持つＤＴ

Ｅが相当の期間存在するであろうこと。

　ｃ．勧告Ｉ．２１１においてＩＳＤＮによりサポートされるベアラサービスが記述されていること。

　ｄ．勧告Ｉ．４３０、Ｉ．４４１／Ｑ．９２１、Ｉ．４５１／Ｑ．９３１においてＤチャネルのシグナ

リングプロトコルが記述されていること。

　これらに基づきＴＴＣは本標準を以下のように規定する。

　１．本標準の範囲は、回線交換あるいは専用線サービスを運用するＩＳＤＮに、一般に知られているＶ

シリーズ勧告に準拠したモデム用インタフェースを持つ端末を接続することについて網羅しているこ

と。

　２．次の回線交換サービスがサポートされること。

－データ伝送（もしくは）

－音声／データ交互伝送（及び／または）

－自動発呼及び／または自動応答

　３．本標準の 1.2 節の参照構成を適用すること。

　４．ＩＳＤＮ上のＴＥとＰＳＴＮのような他のネットワーク上のＤＴＥとの相互のやりとりは、勧告

（草案）Ｉ．５００において記述されていることをサポートすること。

　５．端末アダプタ（ＴＡ）の機能は、Ｖシリーズインタフェースを持つＤＴＥとＩＳＤＮとの接続をサ

ポートする必要上、以下の事項を含むこと。

－インタフェースの電気的、機械的特性の変換

－ビット速度整合

－データ転送フェーズの開始、終了に伴うエンド・エンドの同期確立

－手動／自動発呼及び／または自動応答に基づく呼設定、呼切断

1.2　参照構成

1.2.1　端末アダプタの参照モデル

　端末アダプタの機能は、簡単な参照モデルに関係づけて定義されている。より詳細な参照モデルの記述

及び基本の端末アダプタＴＡ－Ａと自動発呼／自動応答の端末アダプタＴＡ－Ｂの定義が付属資料Ａにな

されている。

1.2.2　接続形態

　本標準には、ＶシリーズのＴＥ２とＸ．２１のＴＥ２及び異なる形態のエンド・エンドの接続といった

ような異なる形態のＴＡ相互接続を考慮した端末アダプタの機能が記述されている。

　詳細は付属資料Ａに記述されている。



ＪＴ－Ｖ１１０ - 2 -

２．Ｓ点及びＴ点における信号

　ＩＳＤＮの参照点であるＳ点あるいはＴ点におけるＴＡの信号は、標準ＪＴ－Ｉ４３０（レイヤ１仕

様）、標準ＪＴ－Ｑ９２１（レイヤ２仕様）、標準ＪＴ－Ｑ９３１（レイヤ３仕様）に記述されるように

ＩＳＤＮの「基本ユーザ・網インタフェース」の特性に適合すべきである。

2.1　19.2kbit/s までの同期式データ信号速度のビット速度整合

2.1.1　一般的なアプローチ

　ＴＡ内のビット速度整合機能は、図２－１／ＪＴ－Ｖ１１０に示される。ＲＡ１の機能はユーザデータ

信号速度を２
Ｋ　

×８kbit/s（Ｋ＝０，１，２）で表現される適当な中間速度に変換することである。ＲＡ

２は、中間速度から６４kbit/s への２度目の変換をおこなう。４８kbit/s，５６kbit/s のデータ信号速度は、

６４kbit/s のＢチャネルへ直接変換される。

2.1.2　Ｖシリーズデータ信号速度の中間速度への整合

　Ｖシリーズの各データ速度を変換した中間速度は、表２－１／ＪＴ－Ｖ１１０に示される。

　注－ＩＳＤＮによってサポートすべき特殊なＶシリーズのデータ信号速度は今後の検討課題である。

図２－１／ＪＴ－Ｖ１１０　２段階の速度整合

(CCITT V.110)

Ｓ／Ｔ

ＴＡ

ＲＡ２

２
Ｋ
×８kbit/s

６４kbit/s

ＲＡ１Ｒ

Ｖシリーズ

２
Ｋ
×８kbit/s

ステップ２Ｖシリーズ ステップ１
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表２－１／ＪＴ－Ｖ１１０　速度整合の第１ステップ

(CCITT V.110)

データ信号速度（bit/s） 中    間    速    度

８kbit/s 16kbit/s 32kbit/s

６００

１２００

２４００

４８００

７２００

９６００

１２０００

１４４００

１９２００

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

2.1.2.1　フレーム構造

　フレーム構造は、表２－２／ＪＴ－Ｖ１１０に示され、以下に述べられている。

　表２－２／ＪＴ－Ｖ１１０に示されるように、Ｖシリーズの速度の中間速度への変換は８０ビットフ

レームを用いる。オクテット番号０は、すべて２進「０」から成り、オクテット番号５は２進「１」に続

く７つのＥbit（2.1.2.4 節参照）から成りたっている。オクテット番号１～４と６～９では、ビット番号１

の２進の「１」、ビット番号８の状態ビット（ＳまたはＸビット）及びビット番号２～７に位置する６つ

のデータビット（Ｄビット）から成りたっている。ビット伝送の順序は、左から右及び上から下の順であ

る。

2.1.2.2　フレーム同期

　１７ビットのフレーム同期パターンはオクテット番号０の８ビット（すべて２進「０」）とそれに続く

９つのオクテットのビット番号１（２進「１」）のビットから構成される。（2.1.3 節参照）

2.1.2.3　状態ビット（Ｓ１，Ｓ３，Ｓ４，Ｓ６，Ｓ８，Ｓ９及びＸ）

　ビットＳとＸは、表２－３／ＪＴ－Ｖ１１０に示されるようにデータ転送状態においてデータビットに

関するチャネル制御情報を送るために用いられる。Ｓビットは、２つの相互接続回路の状態を送るために

２つのグループＳＡ及びＳＢに挿入される。Ｘビットは、回路１０６の状態及びＴＡ間のフレーム同期の

状態を送るために用いられる。Ｘビットは非同期端末装置をサポートするＴＡ間のフロー制御情報を送る

ためにもオプシヨンとして用いることができる。この使用法は 2.4.2 節に詳述されている。

　データ転送の状態が遷移する時点のＳ及びＸビットの使用法については４章に詳述されている。

　これらのビットによって送信側インタフェースから受信側インタフェースへ送られる制御情報の適切な

指定方法は表２－３／ＪＴ－Ｖ１１０に示され４章に述べられる。

　Ｓ及びＸビットは０がＯＮ状態、１がＯＦＦ状態に相当する。
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表２－２／ＪＴ－Ｖ１１０　フレーム構造

(CCITT V.110)

ビ　　ッ　　ト　　番　　号
オクテット番号

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

１ １ Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３ Ｄ４ Ｄ５ Ｄ６ Ｓ１

２ １ Ｄ７ Ｄ８ Ｄ９ Ｄ10 Ｄ11 Ｄ12 Ｘ

３ １ Ｄ13 Ｄ14 Ｄ15 Ｄ16 Ｄ17 Ｄ18 Ｓ３

４ １ Ｄ19 Ｄ20 Ｄ21 Ｄ22 Ｄ23 Ｄ24 Ｓ４

５ １ Ｅ１ Ｅ２ Ｅ３ Ｅ４ Ｅ５ Ｅ６ Ｅ７

６ １ Ｄ25 Ｄ26 Ｄ27 Ｄ28 Ｄ29 Ｄ30 Ｓ６

７ １ Ｄ31 Ｄ32 Ｄ33 Ｄ34 Ｄ35 Ｄ36 Ｘ

８ １ Ｄ37 Ｄ38 Ｄ39 Ｄ40 Ｄ41 Ｄ42 Ｓ８

９ １ Ｄ43 Ｄ44 Ｄ45 Ｄ46 Ｄ47 Ｄ48 Ｓ９

表２－３／ＪＴ－Ｖ１１０　マッピングの概要

(CCITT V.110)

１０８……………………Ｓ１，Ｓ３，Ｓ６，Ｓ８＝ＳＡ……………………１０７

１０５……………………………Ｓ４，Ｓ９＝ＳＢ……………………………１０９

フレーム同期……………………………Ｘ………………………………………１０６

及び１０６／ＩＷＦ

　Ｓビットにより送られる制御情報とＤビットにより送られるデータは伝搬時間に差があるべきではない。

それゆえＳビットには表２－４／ＪＴ－Ｖ１１０に規定され図２－２／ＪＴ－Ｖ１１０に示された位置で、

Ｄビットと同時にサンプルされた制御情報が送出されるべきである。

　Ｘビットは回路１０６に到達したら速やかに示されるべきである。回路１０６は 3.3 節に定義されてい

るように応答しなければならない。（Ｘ＝０，１０６＝ＯＮ）
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＊　回路１０５と１０８のサンプリング点を示す。

回路１０７と１０９の変化点を示す。

　注１－標準ＪＴ－Ｘ３０に記述されるＸ．１サービスユーザクラスのビット速度整合と一致させるため

に、Ｓ１とＳ６、Ｓ３とＳ８、Ｓ４とＳ９はそれぞれＰ、Ｑ及びＲビットグループとともに、

チャネルの状態情報を転送するために用いられる。Ｘ．２１インタフェースにおける回路Ｃ情報

に対応するＳビット及び対局側インタフェースの回路Ｉへのマッピングに関する詳細情報は標準

ＪＴ－Ｘ３０の 2.1.1.2.3 節参照。

　注２－表２－４／ＪＴ－Ｖ１１０及び図２－２／ＪＴ－Ｖ１１０に示されるＳビットとＤビットの対応

は、標準ＪＴ－Ｘ３０と互換性があるように意図されている。この組み合せが標準ＪＴ－Ｖ１１

０に関して厳密に必要であるかは今後の検討課題である。

図２－２／ＪＴ－Ｖ１１０　ＳビットとＤビットの対応

(CCITT V.110)
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表２－４／ＪＴ－Ｖ１１０　ＳビットとＤビットの対応

(CCITT V.110)

Ｄ  ビ  ッ  ト
Ｓビット

オクテット番号 ビット番号

Ｓ１

Ｓ３

Ｓ４

Ｓ６

Ｓ８

Ｓ９

２

３

４

７

８

９

３（Ｄ８）

５（Ｄ16）

７（Ｄ24）

３（Ｄ32）

５（Ｄ40）

７（Ｄ48）

表２－５／ＪＴ－Ｖ１１０　Ｅビットの使用法 (注 1)

(CCITT V.110)

中　　間　　速　　度　　kbit/s Ｅ１ Ｅ２ Ｅ３ Ｅ４ Ｅ５ Ｅ６ Ｅ７

８ 16 32 (注 4) (注 3)

bit/s

６００

１２００

２４００

４８００

bit/s

７２００

９６００

bit/s

１２０００

１４４００

１９２００

１

０

１

０

１

０

０

１

１

０

０

１

０

０

０

１

１

１

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

(注 2)

1 または0

１

１

１

１

１

　注１－６００、２４００、４８００、９６００bit/s の信号速度もＸ．１サービスユーザクラスである。

（標準ＪＴ－Ｘ３０参照）

　注２－標準ＪＴ－Ｘ３０との互換性を確保するため、６００bit/s のユーザ速度のＥ７は、４×８０ビッ

トのマルチフレーム同期を可能とするようにコード化される。この目的のために４番目の８０

ビットフレーム内のＥ７は２進「０」にセットされる。（2.1.2.7 節、表２－６ａ／ＪＴ－Ｖ１１

０参照）

　注３－網独立クロックの情報伝達にＥ４、Ｅ５及びＥ６を使用し、Ｃはこれを表示する。これらのビッ

トは未使用時は１に設定しなければならない。

　注４－同期モード速度情報は示されているようにＥ１、Ｅ２、Ｅ３により送られる。非同期モードの速

度情報はアウトバンド信号（Ｄチャネル内のレイヤ３メッセージ）､あるいは付録Ｉに記述され

ているようなインバンドパラメータ交換で用意されねばならない。



ＪＴ－Ｖ１１０ - 8 -

2.1.2.4　Ｅビットの使用法

　Ｅビットは、次の情報を伝えるために用いられる。

　ａ．速度反復情報

　中間速度（2.1.2.1 節の表２－２／ＪＴ－Ｖ１１０を参照）に関するＥ１、Ｅ２及びＥ３ビットは、

ユーザデータ信号速度（同期式）の識別情報を提供している。これらのビットのコーディングは表２

－５／ＪＴ－Ｖ１１０に示されている。

　ｂ．網独立クロックの情報

　Ｅ４、Ｅ５及びＥ６ビットは、５章で記述されている様に、網独立クロックの位相情報を伝達する

ために用いられる。

　ｃ．マルチフレーム情報

　Ｅ７ビットは、表２－５／ＪＴ－Ｖ１１０に示されるように用いられる。

2.1.2.5　速度交渉

　同期速度の交渉は、ＰＳＴＮ上のモデムとインタワークする場合に用いられる。ＰＳＴＮでは、リモー

トモデム／ＤＴＥは種々の条件により、いろいろな速度で動作する能力を持っている。また、同期速度の

交渉は 2.3 節に示される非同期式伝送の為の相互接続にも用いられるし、分割速度での動作にも流用され

る。

　速度交渉の必要性と方法は、今後の検討課題である。

2.1.2.6　データビット

　データは８０ビットフレーム中、最大４８ビットのＤビットにのせて送られる。本標準では、ユーザ

データ列中の８ビット単位の境界は規定されない。

2.1.2.7　ビット割り当て

　６００、１２００及び２４００bit/s の速度から、中間速度８kbit/s へ整合するビット割り当ては、表２

－６ａ／ＪＴ－Ｖ１１０、表２－６ｂ／ＪＴ－Ｖ１１０、及び表２－６ｃ／ＪＴ－Ｖ１１０にそれぞれ示

されている。７２００及び１４４００bit/s の速度から中間速度１６及び３２kbit/s への整合には、表２－

６ｄ／ＪＴ－Ｖ１１０に示されるデータビットが割り当てられる。４８００、９６００及び１９２００

bit/s の速度から、中間速度８、１６及び３２kbit/s へのそれぞれの整合には、表２－６ｅ／ＪＴ－Ｖ１１

０に示されるデータビットが割り当てられる。１２０００bit/s の速度から、中間速度３２kbit/s への整合

には、表２－６ｆ／ＪＴ－Ｖ１１０に示されるデータビットが割り当てられる。
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０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

１ D1 D1 D1 D1 D1 D1 S1 １ D1 D1 D1 D1 D2 D2 S1
１ D1 D1 D2 D2 D2 D2 X １ D2 D2 D3 D3 D3 D3 X
１ D2 D2 D2 D2 D3 D3 S3 １ D4 D4 D4 D4 D5 D5 S3
１ D3 D3 D3 D3 D3 D3 S4 １ D5 D5 D6 D6 D6 D6 S4
１ １ ０ ０ E4 E5 E6 E7ａ） １ ０ １ ０ E4 E5 E6 E7
１ D4 D4 D4 D4 D4 D4 S6 １ D7 D7 D7 D7 D8 D8 S6
１ D4 D4 D5 D5 D5 D5 X １ D8 D8 D9 D9 D9 D9 X
１ D5 D5 D5 D5 D6 D6 S8 １ D10 D10 D10 D10 D11 D11 S8
１ D6 D6 D6 D6 D6 D6 S9 １ D11 D11 D12 D12 D12 D12 S9

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

１ D1 D1 D2 D2 D3 D3 S1 １ D1 D2 D3 D4 D5 D6 S1
１ D4 D4 D5 D5 D6 D6 X １ D7 D8 D9 D10 F F X
１ D7 D7 D8 D8 D9 D9 S3 １ D11 D12 F F D13 D14 S3
１ D10 D10 D11 D11 D12 D12 S4 １ F F D15 D16 D17 D18 S4
１ １ １ ０ E4 E5 E6 E7 １ １ ０ １ E4 E5 E6 E7
１ D13 D13 D14 D14 D15 D15 S6 １ D19 D20 D21 D22 D23 D24 S6
１ D16 D16 D17 D17 D18 D18 X １ D25 D26 D27 D28 F F X
１ D19 D19 D20 D20 D21 D21 S8 １ D29 D30 F F D31 D32 S8
１ D22 D22 D23 D23 D24 D24 S9 １ F F D33 D34 D35 D36 S9

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

１ D1 D2 D3 D4 D5 D6 S1 １ D1 D2 D3 D4 D5 D6 S1
１ D7 D8 D9 D10 D11 D12 X １ D7 D8 D9 D10 F F X
１ D13 D14 D15 D16 D17 D18 S3 １ D11 D12 F F D13 D14 S3
１ D19 D20 D21 D22 D23 D24 S4 １ F F D15 F F F S4
１ ０ 1 1 E4 E5 E6 E7 １ ０ ０ １ E4 E5 E6 E7
１ D25 D26 D27 D28 D29 D30 S6 １ D16 D17 D18 D19 D20 D21 S6
１ D31 D32 D33 D34 D35 D36 X １ D22 D23 D24 D25 F F X
１ D37 D38 D39 D40 D41 D42 S8 １ D26 D27 F F D28 D29 S8
１ D43 D44 D45 D46 D47 D48 S9 １ F F D30 F F F S9

表 2-6a/JT-V110 (CCITT V.110)
　600bit/s のユーザ速度から

　８kbit/s の中間速度への整合

表 2-6b/JT-V110 (CCITT V.110)
　1200bit/s のユーザ速度から

　８kbit/s の中間速度への整合

ａ）
表 2-5/JT-V110 の注２参照

表 2-6c/JT-V110 (CCITT V.110)
　2400bit/s のユーザ速度から

　８kbit/s の中間速度への整合

表 2-6d/JT-V110 (CCITT V.110)
　Ｎ

ａ）
×3600bit/s のユーザ速度から

　中間速度への整合

　Ｆ＝フィルビット
ａ）

Ｎ＝２または４のみ

表 2-6f/JT-V110(CCITT V.110)
　12000bit/s のユーザ速度から

　32kbit/s の中間速度への整合

表 2-6e/JT-V110 (CCITT V.110)
　Ｎ

ａ）
× 4800bit/s ユーザ速度から

　中間速度への整合

　Ｆ＝フィルビット
ａ）

Ｎ＝１，２または４のみ
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2.1.3 　フレーム同期と付加信号の機能

2.1.3.1　フレーム同期の確立

　次の１７ビットのパターンは、フレーム同期を確立するために用いられる。

00000000 1XXXXXXX 1XXXXXXX 1XXXXXXX 1XXXXXXX

1XXXXXXX 1XXXXXXX 1XXXXXXX 1XXXXXXX 1XXXXXXX

　信頼性のある同期を確保するために、連続するフレームの中に少なくとも２つの１７ビット同期パター

ンを検出することが推奨される。

　一度フレーム同期が確立すれば、図３Ａ／Ｖ．１１０に示されるように、Ｓ＝Ｘ＝ＯＮの透過データ転

送状態へ移行する前に、引き続き 4.1.2 節のＳ＝Ｘ＝ＯＦＦ状態をチェックする事が推奨される。

2.1.3.2　フレーム同期の監視と復旧

　フレーム同期の監視は、同期確立時と同様の手順によって継続的に行われる。少なくとも連続する３フ

レームに、それぞれ１ビット以上のフレーミングビットエラーがなければ、フレーム同期外れとみなされ

ない。フレーム同期外れを検出後、ＴＡは 4.1.5 節に述べているような復旧状態に移行する。

2.1.4　中間速度から６４kbit/s への整合

　単一の中間速度（例えば８、１６または３２kbit/s）から６４kbit/sＢチャネル速度への整合、及び複数

の中間速度列から６４kbit/sＢチャネルへの多重化
２．

は、インタワークできるように、互換性がなくては

ならない。それゆえ、２段目の速度整合及び、考えられる中間速度の多重化の為に、共通のアプローチが

必要である。

　この２段目の速度整合方法は、標準ＪＴ－Ｉ４６０に述べられている。

2.2　４８及び５６kbit/s ユーザデータ速度から６４kbit/s への整合

　４８及び５６kbit/s のユーザデータ速度は、表２－７ａ／ＪＴ－Ｖ１１０及び、表２－７ｂ／ＪＴ－Ｖ

１１０または表２－７ｃ／ＪＴ－Ｖ１１０にそれぞれ示される様に、６４kbit/sＢチャネルへ一段階で整合

される。

 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　２．複数の中間速度列の多重化は今後の検討課題
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図３Ａ／Ｖ．１１０　ＴＡのデータ転送フェーズ開始と終了の同期

ＴＡのＢチャネル接続

ＴＡのＢチャネル切断

ＴＥ２への双方向の切り替え

ＴＥ２の双方向切断

4.1.4 節に従った切断手順の開始
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TE-2
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表２－７ａ／ＪＴ－Ｖ１１０　４８kbit/s のユーザ速度から６４kbit/s への整合

(CCITT V.110)

ビ　　ッ　　ト　　番　　号
ｵｸﾃｯﾄ番号

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

１ 1 D1 D2 D3 D4 D5 D6 S1

２ 0 D7 D8 D9 D10 D11 D12 X

３ 1 D13 D14 D15 D16 D17 D18 S3

４ 1 D19 D20 D21 D22 D23 D24 S4

注１　４８kbit/s は勧告Ｘ．１のユーザサービスクラスでもある。

（標準ＪＴ－Ｘ３０の 2.2.1 節参照）

注２　状態ビットとＸビットの使用法は、2.1.2.3 節参照。

しかしながら、国際間の制限付き６４kbit/s 伝達能力上で使用するときは、Ｘビットを１に

セットにしなければならない。

表２－７ｂ／ＪＴ－Ｖ１１０　５６kbit/s のユーザ速度から６４kbit/s への整合

(CCITT V.110)

ビ　　ッ　　ト　　番　　号
ｵｸﾃｯﾄ番号

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

１ D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 1

２ D8 D9 D10 D11 D12 D13 D14 1

３ D15 D16 D17 D18 D19 D20 D21 1

４ D22 D23 D24 D25 D26 D27 D28 1

５ D29 D30 D31 D32 D33 D34 D35 1

６ D36 D37 D38 D39 D40 D41 D42 1

７ D43 D44 D45 D46 D47 D48 D49 1

８ D50 D51 D52 D53 D54 D55 D56 1
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表２－７ｃ／ＪＴ－Ｖ１１０　５６kbit/s のユーザ速度から６４kbit/s

(CCITT V.110) への整合の別のフレーム構成

ビ　　ッ　　ト　　番　　号
ｵｸﾃｯﾄ番号

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

１ D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 ０

２ D8 D9 D10 D11 D12 D13 D14 X

３ D15 D16 D17 D18 D19 D20 D21  S3

４ D22 D23 D24 D25 D26 D27 D28  S4

５ D29 D30 D31 D32 D33 D34 D35 １

６ D36 D37 D38 D39 D40 D41 D42 １

７ D43 D44 D45 D46 D47 D48 D49 １

８ D50 D51 D52 D53 D54 D55 D56 １

注１　状態ビット及びＸビットの使用法は 2.1.2.3 節参照。

注２　表２－７ｃ／ＪＴ－Ｖ１１０は、データフェーズヘ入る、または、出る信号のために用意され、

認められたオプションである。しかしながら、推奨されるのは表２－７ｂ／ＪＴ－Ｖ１１０で

ある。表２－７ｃ／ＪＴ－Ｖ１１０を用いる場合は、ユーザの責任においてインタワークを確

認する必要がある。

2.2.1　フレーム同期

　４８kbit/s のユーザデータ信号速度の場合、フレーム同期パターンとして、１つのフレームの連続的な

オクテットのビット１に、１０１１を含む。信頼できる同期を保証するために、連続的なフレーム中に、

少なくとも４ビットの同期パターンを検知することを提案する。

　表２－７ｃ／ＪＴ－Ｖ１１０に従う別のフレーム構成をもった５６kbit/s のユーザデータ信号速度の場

合、フレーム同期パターンとして、１つのフレームの連続的なオクテットのビット８に、０ＹＹＹ１１１

１を含む。信頼できる同期を保証するために、連続的なオクテットの０ＹＹＹ１１１１という８ビット

シーケンスの中に、少なくとも４つの５ビット（０１１１１）同期パターンを検知することを提案する。

　フレーム同期の監視と復旧は、2.1.3.2 節に記述されている。

2.3　１９２００bit/s 以下の非同期速度の整合

2.3.1　一般的アプローチ

　ＴＡ内の速度整合機能は、図２－３／ＪＴ－Ｖ１１０に示されている。速度整合は機能ブロックＲＡ０、

ＲＡ１及びＲＡ２の３段階で行なわれる。ＲＡ０の機能ブロックは、非同期から同期への変換機能を持っ

ており、速度対応は、表２－８／ＪＴ－Ｖ１１０に示されている。これは勧告Ｖ．１４で定義されている

手法と同様である。ＲＡ０は２
ｎ　

×６００bit/s（ｎ＝０～５）で規定する同期ビット列を作るものである。

機能ＲＡ１及びＲＡ２は、2.1 節に示されている機能と同じである。ＲＡ１はユーザ速度を２
Ｋ　

×８kbit/s

（Ｋ＝０, １，２）で表される次のより速い速度に整合する。ＲＡ２はさらに６４kbit/s へ変換を行なう。
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図２－３／ＪＴ－Ｖ１１０　３段階の速度整合

(CCITT V.110)

2.3.2　サポートされる非同期ユーザ速度

　必須及びオプションとしてサポートされる非同期ユーザ速度は、表２－８／ＪＴ－Ｖ１１０に示される。

表２－８／ＪＴ－Ｖ１１０　非同期ユーザ速度

(CCITT V.110)

ﾃﾞｰﾀ

速度

bit/s

速度

許容偏差

％

ﾃﾞｰﾀ

ﾕﾆｯﾄ数

ｽﾄｯﾌﾟ

ｴﾚﾒﾝﾄ数

RA0/RA1

速度

bit/s

RA1

速度

kbit/s

50

75

110

150

200

300*

600*

1200*

2400*

3600

4800*

7200

9600*

12000

14400

19200

±2.5

±2.5

±2.5

±2.5

±2.5

±2.5

＋１－2.5

＋１－2.5

＋１－2.5

＋１－2.5

＋１－2.5

＋１－2.5

＋１－2.5

＋１－2.5

＋１－2.5

＋１－2.5

5

5,7or8

7or8

7or8

7or8

7or8

7or8

7or8

7or8

7or8

7or8

7or8

7or8

7or8

7or8

7or8

1.5

1:1.5:2

1or2

1or2

1or2

1or2

1or2

1or2

1or2

1or2

1or2

1or2

1or2

1or2

1or2

1or2

600

600

600

600

600

600

600

1200

2400

4800

4800

9600

9600

19200

19200

19200

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

16

16

32

32

32

注１　＊印の速度は、汎用ＴＡに必須。

注２　データビット単位数に、パリティビットを含めることも可能。

Ｓ／Ｔ

ＲＡ２

２
Ｋ
×８kbit/s

６４kbit/s

　2ｎ
×６００bit/s

ＲＡ０ ＲＡ１

Ｒ

２
ｎ
×６００bit/s

２
Ｋ
×８kbit/s

ステップ３ステップ２ステップ１

ストップ

ビット

操作
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2.3.3　非同期から同期への変換（ＲＡ０）

　ＲＡ０は非同期Ｖシリーズインタフェースにのみ適用される。入力非同期データは２
ｎ
×６００bit/s で

表される直近上位のチャネル速度に合わせるように、ストップビットが付加される。従って７２００bit/s

のユーザ速度は同期９６００bit/s に、また１１０bit/s のユーザー速度は同期６００bit/s にそれぞれ整合さ

れる。このようにして作られた同期信号はＲＡ１に伝達される。2.3.5 節に記述されるようなブレーク信号

の伝達中にはストップ信号を付加することが禁止されている。

2.3.4　オーバースピード／アンダースピード

　前段の端末が、公称のキャラクタ伝送速度より遅い速度で送信している場合、ＴＡはストップビットを

挿入する。もし端末が＋１％以下のオーバースピード（６００bit/s よりも低い伝送速度の場合、＋2.5％以

下）で送信している場合、非同期から同期の変換部は、必要に応じて最大８キャラクタを単位としてス

トップビットを取り除くことが可能である。受信側の変換部は取り除かれたストップビットを発見したら

受信データにストップビットを再挿入する（回路１０４）。スタートビットとデータ単位の公称長はすべ

てのキャラクタ列において同じである。ストップビットの長さは、送信端末のオーバースピードを許容す

る公称速度３００bit/s を越える受信変換部においては、約 12.5％、または公称速度３００bit/s 以下の受信

変換部において、約２５％短縮されることがある。

2.3.5　ブレーク信号

　端末アダプタは以下のようにブレーク信号を検出し、送信する。

　変換部はＭから２Ｍ＋３ビットのスタート極性を検出すると、２Ｍ＋３ビットのスタート極性を送信す

る。ここで、Ｍは選択されたフォーマットにおいてスタートおよびストップビットを含む１キャラクタの

ビット数である。

　また、変換部が２Ｍ＋３ビット以上のスタート極性を検出した場合には、これらの全てのビットをス

タート極性として送出する。

　非同期側の速度が変換部の同期速度より低い場合には、以下の規則に従う。

　変換部がＭから２Ｍ＋３ビットのスタート極性を検出した場合には、非同期側の速度で２Ｍ＋３ビット

に等しい時間だけスタート極性を（ＲＡ１へ）送出する。

　また、２Ｍ＋３ビット以上のスタート極性を検出した場合には、変換部ＲＡ０は受信したブレーク状態

に等しい時間だけ（ＲＡ１に）スタート極性を送出する。

　送信側から受信した２Ｍ＋３ビットあるいはそれ以上のスタート極性は、受信側のＤＴＥへ送出される。

　ＤＴＥは次のデータキャラクタを送る前には、スタート極性のブレーク信号に続いて回路１０３に少な

くとも２Ｍビットのストップ極性を送出しなければならない。その後、変換部は次のストップ極性からス

タート極性への変化によって再びキャラクタ同期を回復する。

2.3.6　パリティビット

　ユーザデータに含まれるパリティビットはＲＡ０の機能においてはデータビットとして扱う。
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2.4　フロー制御

　この節では非同期ＤＴＥをサポートする端末アダプタで使用するフロー制御オプションについて述べる。

高速のキャラクタ速度を低速のキャラクタ速度に低減させることで、フロー制御により異なるユーザデー

タ速度で動作する非同期ＤＴＥ間の接続が可能となる。

　フロー制御をサポートするためには以下のようなことが必要となる。2.4.2 節で規定するエンド・エンド

（ＴＡ－ＴＡ）のプロトコルの使用及び、（網からの）着信データのバッファ機能、さらにローカルプロ

トコル（2.4.1 節参照）の使用である。使用しているローカルフロー制御プロトコルによっては、ＤＴＥイ

ンタフェースから送信されるキャラクタのバッファ機能が必要となる。このバッファのサイズは実現手段

によるのでこの標準では規定しない。

　端末アダプタ間で設定された同期通信速度より高速でＤＴＥが動作しているときには、ＤＴＥインタ

フェースのローカルフロー制御が必要となる。

　エンド・エンドのフロー制御は、端末アダプタ間で設定された同期通信速度が一方のＤＴＥ（あるいは

インタワーク・ユニット）の動作速度と一致し、他方のＤＴＥ（あるいはインタワーク・ユニット）の動

作速度より高速である場合に必要である。あるアプリケーションではローカルとエンド・エンドフロー制

御の両方が必要になる。

2.4.1　ローカルフロー制御：ＴＡとＤＴＥ間

　各々異なった速度で動作する非同期ＤＴＥを収容するＴＡ間で、接続が設定されるかもしれない。キャ

ラクタ速度を低速のＤＴＥの速度に合わせるため、ローカルフロー制御を実行するのは高速のＤＴＥを収

容しているＴＡの責任である。この動作のためにＴＡ内にバッファが必要となる。ＴＡはいくつかのロー

カルフロー制御のプロトコルをサポートするかもしれないが、同時には１つのローカルフロー制御を選択

する。多くのそのようなプロトコルが使用されているが、幾つかを以下に詳述する。

2.4.1.1　回路１０５／１０６制御

　回路１０５／１０６制御はアウトバンドのフロー制御の方式であり、勧告Ｖ．２４で規定している２つ

の相互接続回路を使用するものである。ＤＴＥはキャラクタの送信を要求する時、回路１０５（送信要

求）をＯＮにする。ＤＴＥはその応答として回路１０６（送信可）がＯＮになった時に送信を開始できる。

もし、キャラクタブロックの送信中に回路１０６がＯＦＦになったら（送信を開始したキャラクタの送信

が完了した後に）、回路１０６が再びＯＮになるまでＤＴＥは通信を停止する。

2.4.1.2　ＸＯＮ／ＸＯＦＦ制御

　この制御はＸＯＮとＸＯＦＦ動作のためのＩＡ５の２つのキャラクタを使用するインバンドのフロー制

御の方式である。もし、ＤＴＥがＸＯＦＦキャラクタを受信した場合には、送信を停止しなければならな

い。ＸＯＮキャラクタを受信したら、ＤＴＥは送信を再開しても良い。ＸＯＮ、ＸＯＦＦの制御に使用す

る代表的なキャラクタは各々ＤＣ１とＤＣ３（勧告Ｔ．５０のビット組み合わせ１／１と１／３）である

が、代わりのビット組み合わせも使用することができる。

2.4.1.3　その他の方法

　非同期通信のためのその他のあるいは非標準のフロー制御方式が使用されているが、これらはＴＡフ

ロー制御プロトコルにマッピングする。
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2.4.2　エンド・エンド（ＴＡ－ＴＡ）フロー制御

　ＴＡの伝送速度にＤＴＥのキャラクタ伝送速度を（低減により）合わせることは、全ての場合において

正確な動作を保証するのには十分ではなく、エンド・エンドのフロー制御が必要となるかもしれない。

　フロー制御情報を伝送するためにＸビットを使用する。ＴＡはＤＴＥが送信したキャラクタをバッファ

に蓄える。バッファに蓄積されたキャラクタ数がスレッショルドＴＨ１を越えたとき、ＴＡは各々の実現

方法に従って送信フレーム上のＸビットをＯＦＦにセットする。

　ＯＦＦにセットされたＸビットを含むフレームを受信したら、ただちにＴＡは選択したローカルフロー

制御手順を実行して接続されたＤＴＥにキャラクタ送信の停止を指示する。そして、送出中のキャラクタ

を送信完了後、送信フレームのデータビットを１にセットしてデータの伝送を停止する。

　エンド・エンドフロー制御を開始したＴＡのバッファ容量がスレッショルドＴＨ２以下になったとき、

ＴＡは送信のＸビットをＯＮに再設定する。

　相手側のＴＡはＯＮにセットされたＸビットのフレームを受信したときデータ伝送を再開し、ローカル

フロー制御手順によりＤＴＥにデータ伝送の続行を指示する。

（注）エンド・エンドフロー制御手順の開始と入力してくるキャラクタの受信終了までには遅れがある。

この間に到着したキャラクタはバッファリングする必要がある。バッファのサイズはキャラクタ速

度、ラウンドトリップディレイ、バッファのスレッショルドに依存する。

2.4.3　チャネル容量の使用

　フロー制御をサポートし、異なったユーザ速度及び／または中間速度で動作しているＴＡからの呼を受

信したとき、着呼ＴＡは同じ中間速度およびビット反復要素を採用する。これは標準的に選んだパラメー

タを変更するものである。このような場合、高速のＤＴＥを接続しているＴＡはキャラクタ速度を低速側

のＤＴＥの速度に適合させるためローカルフロー制御を実行する。

　このようにして、もし高速のＤＴＥが低速のＤＴＥに発呼すると、高速側の中間速度とビット反復要素

が両方のＴＡで選択される。低速側のＤＴＥがキャラクタを受信できるように速度を落とすために、低速

側のＴＡはエンド・エンドフロー制御を行い、発呼側のＴＡにローカルフロー制御の使用を通知する。低

速のＤＴＥが高速のＤＴＥに発呼した場合、低速側の中間速度とビット反復要素が両方のＴＡで選択され

る。高速側のＤＴＥが送信するキャラクタ速度を落とすために、高速側のＴＡはローカルフロー制御を行

う。

　もし、着呼側のＴＡが発呼側のＴＡが使用している中間速度と反復要素を実行できない時は、その呼を

拒否する。

2.4.4　フロー制御をサポートするＴＡに対する要求条件

　フロー制御をサポートするＴＡに対する一般的要求条件を以下に示す。

(1) 　ＤＴＥインタフェースで使用する非同期速度とは独立した中間速度とビット反復要素で動作する

機能を備えていること。

(2) 　可能であれば、着呼によって要求される中間速度とビット反復要素に適合できること。ユーザ速

度情報はＤチャネル信号から得られる。

(3) 　キャラクタ速度を相手側ＤＴＥの速度に低減するためにローカルフロー制御手順を実行できるこ

と。

(4) 　Ｘビットを使用したエンド・エンド（ＴＡ－ＴＡ）フロー制御をサポートし、キャラクタバッ

ファを持つこと。
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３．相互接続回路

3.1　必須及びオプションの相互接続回路

　必須及びオプションの相互接続回路を表３－１／ＪＴ－Ｖ１１０に示す。

3.2　タイミングアレンジメント

　ＴＡはＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの受信ビット列（標準ＪＴ－Ｉ４３０の５および８章参

照）からＩＳＤＮタイミングを抽出する。この網のタイミングを使用して、ＴＡはＤＴＥに回路１１４を

介して送信信号エレメントタイミングを、回路１１５を介して受信信号エレメントタイミングを供給する。

3.3　回路１０６

　最初の同期シーケンスおよび再同期シーケンスの後、回路１０５（具備されている時）がＯＮ状態と

なってから少なくともＮビット（Ｎの値としては２４が提案されているが、この値は今後の検討課題であ

る）遅れて回路１０６をＯＮ状態にする。回路１０６のＯＮからＯＦＦへの変化は回路１０５（具備され

る時）のＯＮからＯＦＦへの変化に続いて少なくとも２ms 以内に行う。回路１０５が具備されない場合、

回路１０６のＯＮへの最初の状態変化は回路１０９の状態変化に対し、Ｎビット以上遅らせる。その後の

回路１０６の状態変化は４章に規定する動作シーケンスに従うか、あるいはオプションのフロー制御を使

用しているときは 2.4 節の規定に従う。
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3.4　回路１０９

　回路１０９のＯＦＦからＯＮおよび、ＯＮからＯＦＦへの変化は４章に規定する動作シーケンスに従う。

表３－１／ＪＴ－Ｖ１１０ (CCITT V.110)

相　　互　　接　　続　　回　　路 注

名　　　　　　　　　　称

102

102a

102b

信号用接地または共通帰線

ＤＴＥ共通帰線

ＤＣＥ共通帰線

２

２

103

104

105

106

送信データ

受信データ

送信要求

送信可

３

107

108/1

108/2

109

データセット・レディ

データセット線路接続

データ端末レディ

データ・チャネル受信キャリア検出

４

４

111

112

113

114

115

125

140

141

142

データ信号速度選択（ＤＴＥ）

データ信号速度選択（ＤＣＥ）

送信信号エレメント・タイミング（ＤＴＥ）

送信信号エレメント・タイミング（ＤＣＥ）

受信信号エレメント・タイミング（ＤＣＥ）

着呼表示

ループバック／保守試験

ローカルループバック

試験表示

５

５

６

７

８

８

８

　注１　必須の相互接続回路および具備しているその他の回路は全て勧告Ｖ．２４の機械的、動作的必要

事項に従う。具備した全ての相互接続回路は電気的特性を示した勧告に従って、ＤＴＥおよびＤ

ＣＥにおいて適切に終端する。（3.5 節参照）

　注２　２０kbit/s 以上のデータ信号速度で勧告Ｖ．１０の電気的特性を用いるときは、回路１０２ａと

１０２ｂが必要である。

　注３　連続キャリアモードのＤＣＥで動作するＤＴＥの場合は不要である。

　注４　本回路はその対応するＴＥ２の使用形態によって、回路１０８／１もしくは回路１０８／２とし

て動作可能であること。

　注５　この回路の使用については今後の検討課題である。

　注６　回路１１３の適用はＩＳＤＮの同期の性質上制限があるためその使用については今後の検討課題

である。

　注７　本回路は自動応答端末アダプタ機能に用いる。

　注８　ループバック試験の使用については今後の検討課題である。
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3.5　相互接続回路の電気的、機械的特性

3.5.1　基本ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース

　基本ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースの電気的、および機械的特性は標準ＪＴ－Ｉ４３０の８章、１

０章に述べられている。

3.5.2　ＴＥ２／ＴＡ（ＤＴＥ／ＤＣＥ）インタフェース

3.5.2.1　19.2kbit/s 以下の速度

　ＩＳＯ２１１０に規定するコネクタおよびピン配置とともに勧告Ｖ．２８に準拠した電気的特性を適用

する。

（注）製造者は、長期的な目標は勧告Ｖ．２８に規定する電気的特性の置き換えであり、さらにＳＧＸⅦ

が相互接続回路の数を最小化したＶシリーズ用として、より効率的で全平衡形のインタフェースの

開発推進に合意したことに着目したい、と望んでいるかもしれない（勧告Ｖ．２３０の草案に提案

されている。）

3.5.2.2　19.2kbit/s を越える速度

　ＩＳＯ４９０２に規定するコネクタおよびピン配列とともに勧告Ｖ．１０及び／またはＶ．１１に準拠

する電気的特性を適用する。

(1) 　回路１０３、１０４、１１３、１１４、および１１５に関して、信号発生器および受信器は勧告

Ｖ．１１を適用する。

(2) 　回路１０５、１０６、１０７および１０９の場合、信号発生器は勧告Ｖ．１０またはＶ．１１を

適用する。受信器は勧告Ｖ．１０のカテゴリ１もしくは終端抵抗を用いないＶ．１１を適用する。

(3) 　他の回路については勧告Ｖ．１０のカテゴリ２に規定する受信器とともに勧告Ｖ．１０を適用す

る。

　また、ＩＳＯ２５９３に規定するコネクタとピン配列とともに勧告Ｖ．３５の付録Ⅱに規定する

インタフェースを代替として使用してもよい。

3.6　相互接続回路の障害状態

　（受信器の障害検知タイプに関しては勧告Ｖ．２８の７章参照）

3.6.1　回路１０７の障害

　ＤＴＥは回路１０７の障害状態を障害検知タイプ１によりＯＦＦ状態とみなす。

3.6.2　回路１０５、１０８の障害

　ＤＣＥは回路１０５と回路１０８の障害状態を障害検知タイプ１によりＯＦＦ状態とみなす。

3.6.3　その他の回路の障害

　上記以外の回路は障害検知タイプ０あるいは１のどちらを使用してもよい。
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４．動作シーケンス

4.1　ＴＡの全二重動作

　ＩＳＤＮ内においてデータ伝送サービスを提供するためにＴＡを用いる場合、個々のネットワーク及び

／または端末の構成に適用可能な手順を用いて、呼を６４kbit/s コネクション上に設定する。

　ＴＡの機能部および（Ｖシリーズインタフェースを有する）ＤＴＥの内部構成は本標準の範囲外である。

データ伝送モードへの移行と終了を制御する手段が提供されているものとする。例えば、回路１０８／１

（データセット線路接続）または１０８／２（データ端末レディ）を内部で制御する手段が内部すなわち

宅内装置内に提供されているものとする。しかし、本標準の目的としては、回路１０８／２は勧告Ｖ．２

４に規定されたとおり動作するものとする。

4.1.1　アイドル（あるいはレディ）状態

4.1.1.1　回路状態（ＤＴＥからＴＡ）

　アイドル（あるいはレディ）状態の間、ＴＡ（ＤＣＥ）はＤＴＥから以下に示す信号を受信する。

回路１０３　　＝２進「１」の連続

回路１０５　　＝脚注
3．
参照

回路１０８／１＝ＯＦＦ；回路１０８／２＝ＯＮ

4.1.1.2　チャネル状態

　アイドル（あるいはレディ）状態の間、ＴＡはＢおよびＤチャネルへ２進「１」を連続して送出する

（すなわち、表２－２／ＪＴ－Ｖ１１０の全ビットは２進「１」）。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　３．多くの全二重ＤＴＥの場合、回路１０５は常時ＯＮもしくは未使用である。もし未使用の場合はこ

の機能はＴＡ内部でＯＮ状態に設定しなくてはならない。全二重ＤＴＥが回路１０５を用いる場合に

ついては 4.1.2.4 節参照
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4.1.1.3　回路状態（ＴＡからＤＴＥ）

　アイドル（あるいはレディ）状態の間、ＴＡは以下の信号をＤＴＥに対して送出する。

回路１０４＝２進「１」の状態

回路１０７＝ＯＦＦ

回路１０６＝ＯＦＦ

回路１０９＝ＯＦＦ

4.1.2　ＴＡの回線への接続状態

4.1.2.1　データ転送フェーズの開始

　ＴＡをデータ転送フェーズへ切り替える時、回路１０８をＯＮにする。データ転送フェーズへの切り替

えにより、ＴＡはＩＳＤＮに対して以下の信号を送出する。（表２－２／ＪＴ－Ｖ１１０参照）

(1) 　フレーム同期パターンは 2.1.3.1 節及び 2.2.1 節に記述されている。

(2) 　データビット＝２進「１」

(3) 　状態ビット　Ｓ＝ＯＦＦ及びＸ＝ＯＦＦ

（ＯＮ＝２進「０」／ＯＦＦ＝２進「１」）

　（注１）このとき、回路１０３をデータチャネルに接続しない。（たとえば、データビットの２進

「１」の状態をＴＡ内部で作る）。

　（注２）以下の記述においてはＴＥ２／ＴＡ（ＤＴＥ／ＤＣＥ）インタフェースと中間速度のフレーム

（表２－６ａ／ＪＴ－Ｖ１１０から表２－６ｆ／ＪＴ－Ｖ１１０）との相互動作および表２－

７ａ／ＪＴ－Ｖ１１０と表２－７ｃ／ＪＴ－Ｖ１１０の６４kbit/s フレームについてのみ述べ

る。速度整合の第２段階の変換と再生、及びＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの多重化

と分離については、各々標準ＪＴ－Ｉ４６０およびＪＴ－Ｉ４３０に述べられている。

4.1.2.2　同期検出

　このとき（データ転送フェーズに切り替えたとき）、ＴＡの受信部は受信ビット列からフレーム同期パ

ターンの検出を始める（2.1.3.1 節及び 2.2.1 節参照）。

4.1.2.3　Ｓ，Ｘビットの送信

　ＴＡの受信部がフレーム同期パターンを認識したとき、（回路１０８がＯＮであれば）送信フレーム中

のＳ，ＸビットをＯＮにする。
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4.1.2.4　相互接続回路

　状態ビットＳ，ＸがＯＮ状態であることを認識すると、受信部は以下の機能を実行する。

(1) 　ＤＴＥ方向の回路１０７をＯＮにし、タイマーＴ１を止める。

　（注）回路１０５を具備し制御できる全二重ＤＴＥは回路１０５を何時でもＯＮにして差し支えない。

しかしながら、もし前もってＯＮにしてなければ、回路１０７のＯＮ状態に対応して回路１０５

をＯＮにしなくてはならない。

(2) 　それから回路１０３をフレームのデータビットに接続する。しかしながら、ＤＴＥは次のシーケ

ンスにおいて回路１０６がＯＮとなるまで、２進「１」状態を維持しなくてはならない。

(3) 　回路１０９をＯＮにし、データビットを回路１０４に接続する。

　（注）この時点では２進「１」が回路１０４に受信されている。

(4) 　Ｎビットの間隔をおいて（3.3 節参照）、回路１０６をＯＮにする。

(5) 　回路１０６のＯＦＦからＯＮへの切り替えによって、送信データは２進「１」からデータ転送

フェーズに切り替えられる。

　もし回路１０７がタイマー値Ｔ１後もＯＮになっていない場合には、ＴＡは 4.1.4 節の手順に従って切

断する。

4.1.3　データ転送状態

4.1.3.1　相互接続回路

　データ転送状態において、回路は以下の状態である。

(1) 　回路１０５（具備されるとき）、１０６，１０７，１０８／１または１０８／２および１０９は

ＯＮ状態である。

(2) 　データは回路１０３に送信され、回路１０４で受信される。

4.1.4　切断フェーズ

4.1.4.1　状態ビットとデータビット

　データ転送フェーズが完了したとき、ＤＴＥは回路１０８をＯＦＦにして切断要求を通知する。これに

より以下の動作が行われる。

(1) 　ＩＳＤＮへ送信するフレームの状態ビットＳをＯＦＦにする。ＸはＯＮを保持する。

(2) 　回路１０６をＯＦＦにする。

(3) 　フレーム中のデータビットを２進「０」にセットする。

4.1.4.2　相手側端末アダプタの動作

　相手側のＴＡで回路１０８がＯＮのままならば、そのＴＡは状態ビットのＯＮからＯＦＦおよびデータ

ビットのデータから２進「０」への変化を切断信号として認識し、回路１０７と１０９をＯＦＦにする。

このとき、相手側のＤＴＥは回路１０８をＯＦＦにし、切断フェーズに移行する。切断はＩＳＤＮのＤ

チャネルの信号手順により通知する。この時点で、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースはアイドル（あるいは

レディ）状態になる。
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4.1.4.3　端末アダプタの動作

　切断要求を出したＤＴＥ側のＴＡは、Ｓ＝ＯＦＦの受信もしくはフレーム同期外れを切断確認として認

識し、回路１０７および１０９をＯＦＦにして切断フェーズに移行する。切断はＩＳＤＮのＤチャネル手

順によって通知される。

　この時点で、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースはアイドル（あるいはレディ）状態になる。

4.1.5　フレーム同期外れ

　フレーム同期が外れた場合、ＴＡは以下のように再同期をとらなければならない。

　ａ．回路１０４を２進「１」の状態にする。（データモードより移行）

　ｂ．送信フレームの状態ビットＸをＯＦＦにする。

　ｃ．状態ビットＸがＯＦＦになったことを検知したリモートＴＡは、回路１０６をＯＦＦにし、リモー

トＤＴＥの回路１０３を２進「１」にする。

　ｄ．ローカルＴＡは受信信号によって再同期をとらなければならない。

　ｅ．もし、３秒間たってもローカルＴＡの同期がとれない場合、２進「０」に設定されたデータビット

を持ついくつかの（少なくとも３つの）フレームに対して、全ての状態ビットをＯＦＦにすることで、

切断要求をしなければならない。そして、回路１０７をＯＦＦにし、前出の 4.1.4.2 節に述べられて

いる切断モードに切り替わり切断動作をとらなければならない。

　（注）この３秒および３フレームという値は暫定的なものであり、研究が進んだ後に検証されるか改正

されなければならないだろう。

　ｆ．もし再同期がとれれば、ＴＡは相手装置に対し状態ビットＸをＯＮにする。

　ｇ．もし再同期がとれれば、（回路１０６をＯＦＦ状態にした）ＴＡはＮビット経過後に（3.3 節参

照）、回路１０６をＯＮにしなければならない。こうして、回路１０３は２進「１」からデータモー

ドへ変わる。

　（注）再同期がとられている間、回路１０７と１０９はＯＮのままである。

4.2　ＴＡの半二重動作

　Ｖシリーズタイプインタフェースを持った半二重ＤＴＥの相互接続のためのデータ呼設定は、4.1 節で

述べたものと同様である。半二重方式での唯一の違いは以下に示すように回路１０５、１０６そして１０

９の制御下にあることである。

　注）これは独自のアプリケーションである。それゆえ半二重方式に設定されたＴＡはＶシリーズもしく

はＸシリーズの全二重ＤＴＥ（ＴＥ２）に対して相互接続できない。

4.2.1　半二重動作

　半二重方式ＤＴＥを適用するよう設定されたＴＡにおいて、回路１０９は以下のように受信フレーム中

の状態ビットＳＢの制御下にある。

　ａ．もし、ローカルインタフェースにおいて、回路１０９がＯＦＦ状態であり、回路１０４が２進

「１」であるならば、ＤＴＥは回路１０５をＯＮにすることで送信要求をする。

　ｂ．ＴＡはリモートインタフェースにおける受信フレーム中の状態ビットＳＢをＯＮにし、回路１０９

をＯＮ状態にする。そして受信フレームのデータビット列と回路１０４を接続する。
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　ｃ．Ｎビット経過後（3.3 節参照）ローカルＴＡは回路１０６をＯＮにする。こうしてローカルＤＴＥ

は、回路１０３へのデータ送信が許容される。

　ｄ．送信が終了した場合、ローカルＤＴＥは回路１０５をＯＦＦにする。これは以下の順で行なわれる。

－ローカルインタフェースにおいて回路１０６をＯＦＦにし、回路１０３を２進「１」に戻す。

－状態ビットＳＢをＯＦＦにする。これに対応してリモートＴＡでは回路１０９をＯＦＦにし、回路

１０４を２進「１」に設定する。

　ｅ．この時、リモートＤＴＥは回路１０５をＯＮに変え、同じ順序をとることによって送信を行なうこ

とができる。

4.3　自動発信

ＩＳＤＮ－Ｄチャネル信号プロトコルに対する勧告Ｖ．２５および／またはＶ．２５ｂｉｓの自動発信

および／または自動応答のマッピングは、今後の検討課題である。

５．網独立クロック

　19.2kbit/s 以下のユーザ伝送速度において、同期データ信号をＩＳＤＮの外側から（例えばＰＳＴＮにお

けるＤＴＥ／モデムからインタワークユニットを通して）受信した場合、データはＩＳＤＮには同期しな

いかもしれない。以下に述べる方法は、これらのデータ信号と８０ビットフレームによるビットタイミン

グ情報を受信ＴＡに対し転送することを可能とするものである。リモートモデムから転送されたデータが

モデムクロックと同期するアナログＰＳＴＮ上の音声帶域データモデムから、インタワークユニットを通

して信号が受信される場合に（これらは一般の場合である）、このような状態が存在する。

　このようなモデムの周波数偏差は１００ppm である。

5.1　位相差の測定

　以下に示す２つの周波数の位相差を求める。

　ⅰ　Ｒ１＝0.6×ＩＳＤＮと同期している公称中間速度（フィルビットが入っている所を除く；注参照）

　ⅱ　Ｒ２＝0.6×リモート同期送信部（例えばモデム）から受信したビットタイミングに同期し求められ

る公称中間速度（フィルビットが用いられている所を除く）

注－８kbit/s、１６kbit/s、３２kbit/s の中間速度におけるクロックＲ１とＲ２は、見かけ上それぞれ

４８００、９６００、１９２００Hz である。

　７２００bit/s と１４４００bit/s でフィルビットが使われる場合、Ｒ１とＲ２はユーザビット伝送速度と

同じ公称伝送速度となる。

　補正はビット反復要素によってユーザデータビットの１，１／２，１／４，１／８に作用する。

　転送中のＴＡに対し、Ｒ１に関係するＲ２の位相を示した状態遷移図を図５－１／ＪＴ－Ｖ１１０に示

す。また、表５－１／ＪＴ－Ｖ１１０に関連するビットコードを示す。
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図５－１／ＪＴ－Ｖ１１０　網独立クロック状態遷移図

(CCITT V.110)

注１　位相値とＲ１の関係は次式で与えられる：位相＝位相（Ｒ２）－位相（Ｒ１）

注２　１状態以上の異常動作を引き起こすビット列を受信した場合、適当な方向へ１状態修正移動す

る。

注３　送受信側双方のＴＡの初期状態は共に０％である。

　Ｒ１とＲ２を比較すると、表５－１／ＪＴ－Ｖ１１０に示すように符合化されるＲ１に関する位相差を

求められる。３ビット構成のコードはビットＥ４，Ｅ５，Ｅ６の位置で伝送され、受信側ＴＡでクロック

制御に使われる。

　隣合った位置に転移する連続するジッタを避けるため、ヒステリシスは以下のように適用される。

　求められたＲ１とＲ２間の位相差が、存在するディスプレイスメントコードによって示された差より

（Ｒ１クロック周期の）１５％多いか少ない場合、ディスプレイスメントコードは変わる。

　例）ビット列０００は公称２０％の位相差を示している。このビット列は、求められた位相差が３５％

かそれ以上の時は００１に、求められた位相差が５％かそれ以下の時は１１１に変わる。

5.2　正負の補正値

　＋４０％から－４０％の状態に変化する上で、エクストラユーザＤビットはＥ６ビット（正の補正）を

用いて８０ビットフレームで伝達させなければならない。受信ＴＡにおいて、このエクストラビットは表

２－２／ＪＴ－Ｖ１１０に示されるようにＤ２４とＤ２５間に挿入され、Ｅビットに続く。

　－４０％から＋４０％の状態に変化する上でビット列は８０ビットフレームで伝達され（各々Ｅ４，Ｅ

５，Ｅ６＝１，１，０となる）、１にセットされた８０ビットフレームのＤ２５ビットがユーザデータに

含んでおらず、削除されなければならないことを受信ＴＡに対し表示する。（負の補正）

０

－40％＋40％

－20%＋20%

＋

－
補正

ファスト
クロック
(R2＞R1)

スロー
クロック
(R2＜R1）
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5.3　コーディング

クロック制御に対する求められた位相差と正負の補正制御のコード化はクロック制御コードにとって代

わる。

表５－１／ＪＴ－Ｖ１１０　網同期クロックに対するＥビットのコーディング

(CCITT V.110)

偏位

　（％：ｎ×4800bit/s,における公称

80 ビットフレーム

でのコーディング

クロック周期の偏位、ｎ＝１，２or４） Ｅ４ Ｅ５ Ｅ６

公称 ０

＋２０

＋４０

－４０

－２０

１

０

０

０

０

１

０

０

１

１

１

０

１

０

１

補正制御

１の正補正

０の正補正

負補正

１

１

１

０

０

１

１

０

０

６．インバンドパラメータ交換状態

　提供される能力とオプションのインバンドパラメータ交換状態での動作は、本標準の付録Ｉ／ＪＴ－Ｖ

１１０に記述されている。

７．テストファシリティ

　保守用試験ループの提供は今後の検討課題であり、勧告Ｉ．６０３と勧告Ｖ．５４を考慮する必要があ

る。
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付属資料Ａ：参照構成

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｖ１１０に対する）

Ａ．1　はじめに

　付図Ａ－１／ＪＴ－Ｖ１１０とＡ－２／ＪＴ－Ｖ１１０は、標準ＪＴ－Ｖ１１０の開発に用いられる二

つの基本参照モデルであり端末アダプタが使用される方法の有効な例を示す。これらは標準ＪＴ－Ｖ１１

０の説明の助けとして簡易に示されているものであり、決して制限を与えるものではない。

Ａ．2　標準ＪＴ－Ｖ１１０に関する端末アダプタ参照モデル

　付図Ａ－１／ＪＴ－Ｖ１１０に標準ＪＴ－Ｖ１１０端末アダプタのための基本参照モデルを示す。

ＮＴ ：網終端装置

ＴＥ２ ：勧告Ｖ．２４に従ったインタフェースを持つデータ端末装置（ＤＴＥ）

(1) ：Ｒ点インタフェース機能（勧告Ｖ．２４，Ｖ．２８等による）

(2) ：ＴＡの特有な機能（例．データ速度整合）

(3) ：アクセス信号制御機能（例．標準ＪＴ－Ｑ９２１とＪＴ－Ｑ９３１による信号手順、

勧告Ｖ．２５ｂｉｓによる自動発信）

(4) ：Ｓ／Ｔ点インタフェースレイヤ１機能（標準ＪＴ－Ｉ４３０を満足）

付図Ａ－１／ＪＴ－Ｖ１１０　端末アダプタ参照モデル

(CCITT V.110)

　付図Ａ－１／ＪＴ－Ｖ１１０の要素(1)、(2)、(3)、(4)は端末アダプタに要求される機能を示している。

これらの要素は、物理的なユニットの分離を示すことを意図するものではない。また端末アダプタは、単

一の物理ユニットで構成される必要はない。これらの要素の機能は、

　１．勧告Ｖ．２４、Ｖ．２８かその他の適当な勧告とＩＳＯ２１１０又は適当な標準にしたがった参照

点Ｒインタフェースレイヤ１の供給。

　２．制御情報で運ばれるＩＳＤＮのＢチャネル上を伝送するためにＴＥ２データ（速度とフォーマッ

ト）整合とＲ点インタフェースの提供を行なう特徴的なＴＡ機能。本勧告は主としてこれらの機能を

提供する。

Ｓ／ＴＲ

（４）（１）ＴＥ２

（３）

ＮＴ

（２）
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　３．（勧告Ｖ．２５ｂｉｓまたは他の適当な標準による）Ｒ点インタフェースでの呼制御信号をＤチャ

ネル上を転送するため、（標準ＪＴ－Ｑ９３１による）Ｓ／Ｔ点インタフェースを通る信号にマッピ

ングする機能を含む網制御信号機能。

　４．標準ＪＴ－Ｉ４３０に従った参照点ＳまたはＲインタフェースにおけるレイヤ１供給。

Ａ．3　端末アダプタタイプ

Ａ.3.1　端末アダプタ－タイプＡ（ＴＡ－Ａ）

　ＴＡ－Ａは、手動呼制御機能とデータ伝送のために必要な機能を供給する。以下のデータ伝送機能が含

まれる。

　ａ．標準ＪＴ－Ｖ１１０　3.5 節で述べられているように、Ｖシリーズインタフェースの電気的、機械

的、機能的、手順上の特性をＩＳＤＮ参照点Ｓおよび／またはＲで要求されるものへの変換。

　ｂ．標準ＪＴ－Ｖ１１０　2.1 節、2.2 節、2.3 節で述べられているようなＶシリーズデータ信号速度か

ら６４kbit/s のＢチャネル速度への速度整合。

　ｃ．標準ＪＴ－Ｖ１１０の４節で述べられているようなデータ転送フェーズへの入出力のエンド・エン

ド同期。

　端末アダプタＴＡ－Ａは、物理的に独立した。ＴＥ１を用いることによって付図Ａ－１／ＪＴ－Ｖ１１

０中のユニット(3)の網制御信号機能の供給を実現してもよい。また、その機能は統合されて実現される場

合の一部となってもよい。この機能は、回線交換モード６４kbit/s 非制限ベアラサービスを用いるときに

データコネクション確立を提供する。この機能は音声情報転送か 3.1kHz オーディオ情報転送に用いられ

る回線交換モード６４kbit/s 非制限ベアラサービスで音声を使う場合および、二つのＢチャネルを同時に

使うような回線交換モード６４kbit/s 非制限ベアラサービスでデータを使う場合の音声およびデータコネ

クション確立を提供する。

Ａ.3.2　端末アダプタ－タイプＢ（ＴＡ－Ｂ）

　ＴＡ－Ｂは、ＴＡ－Ａによって供給される機能に加えて、勧告Ｖ．２５およびＶ．２５ｂｉｓによる自

動発信および／または自動応答手順をＩＳＤＮ－Ｄチャネル信号プロトコルへ変換するために必要なマッ

ピング機能を含む。この付加機能は付図Ａ－１／ＪＴ－Ｖ１１０中の機能ユニット (3)にある。端末アダ

プタ－タイプＢは６４kbit/s 非制限ベアラサービスに対して用いられる。

　タイプＢ端末アダプタの実現のために付図Ａ－１／ＪＴ－Ｖ１１０中の機能ユニット (3)を提供する必

要性は、今後の検討課題である。

Ａ．4　エンド・エンド接続形態

　本標準で述べられる端末アダプタの機能は、付図Ａ－２／ＪＴ－Ｖ１１０に示されるエンド・エンド接

続形態を考慮している。この図は、以下に示すように本標準で考慮される相互動作のケースを示す。

　ＶシリーズＴＥ２とＶシリーズＴＥ２

　ＶシリーズＴＥ２とＸ．２１　ＴＥ２

　ＶシリーズＴＥ２とＴＥ１

　ＶシリーズＴＥ２とインタワーク機能（ＩＷＦ）を通るＰＳＴＮ上のＶシリーズＤＴＥ。

（注）3.1kHz 伝達能力を提供するために使われるＣＯＤＥＣのアナログ側にモデム付ＴＥ２を接続する

ような端末アダプションは、本標準では述べられていない。
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　ＰＳＴＮとの相互接続は、インタワーク機能（ＩＷＦ）を用いた中継系接続の基で提供されるかもしれ

ない（付図Ａ－２／ＪＴ－Ｖ１１０中の注１）。付図Ａ－２／ＪＴ－Ｖ１１０で説明された参照接続はあ

る国のＩＳＤＮとその国のインタワーク機能を持つ網を経由する他の国の公衆電話網（ＰＳＴＮ）の間の

直接的な接続は考えていない。しかし、非ＩＳＤＮ国へのアクセスは一般のＰＳＴＮ国際接続を通して可

能である。

ＩＷＦ ：インタワーク機能

ＴＡ　Ｖ ：端末アダプタ機能（Ｖシリーズインタフェースを持ったＤＴＥ）

ＴＡ　Ｘ ：端末アダプタ機能（X.21 または X.21bis インタフェースを持ったＤＴＥ）

参考　標準ＪＴ－Ｘ３０

（注１）：この相互接続機能の位置付けは勧告Ｉ．５１０に述べられており一般的条件は勧告Ｉ．５１５

と勧告Ｉ．５３０で与えられている。このようなＩＷＦの細部条件を提供する勧告の必要性は

今後の検討課題である。

（注２）：国内非ＩＳＤＮ端末へのアクセスまたは、非ＩＳＤＮ国へのＰＳＴＮへの国際接続のため。

付図Ａ－２／ＪＴ－Ｖ１１０　網参照接続

Ｒ Ｓ／Ｔ

TE2

国際中継

他国 IＳＤＮへ

国内ＰＳTＮへ

（注１）

（注２）

回 線 交

換 モ ー

ド ベ ア

ラ サ ー

ビス

TA　V

Ｒ Ｓ／Ｔ

TE2 TA　X

ＲＳ／Ｔ

TE2TA　V

TE1

Ｓ／Ｔ

IWF
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付録Ⅰ：インバンドパラメータ交換

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｖ１１０に対する）

Ⅰ．1　まえがき

　ＩＳＤＮの発展において以下の相当期間が存在する。

　－Ｖシリーズタイプのインタフェースを持ったＤＴＥは、端末アダプタによってＩＳＤＮへ接続する。

　－十分なＩＳＤＮのアウトバンドシグナリング能力を供給しない設備で、内部接続しているＤＴＥ／Ｔ

Ａ間の内部動作の必要条件は、端末アダプタ間のパラメータ交換をサポートすることである。

　勧告Ｉ．５３０（草案）は、ＩＳＤＮと一般のＰＳＴＮ間のインタワークを定義しており、勧告Ｉ．５

１５（草案）は、ＩＳＤＮと既存の網間のインタワークのためのパラメータ交換について述べていること

を考慮し、標準ＪＴ－Ｖ１１０で示される端末アダプタのインバンドパラメータ交換（ＩＰＥ）に使用さ

れる特別の手順を、ここで述べる。この手順は勧告Ｉ．５３０とＩ．５１５に一致している。

それは、以下をサポートすることによって、標準ＪＴ－Ｖ１１０の能力を高める。

－データ呼の、適合性確認を要求されるエンド・エンド情報の転送

－端末アダプタのパラメータ情報の交換、そして

－保守動作に関係する情報の交換

Ⅰ．2　定　義

　ここで述べるＩＰＥについては、以下の定義を適用する。これらの定義は、以前参照したものを最小限

論理的に整理した。

(1) 　ＴＡ

端末アダプタ

(2) 　発呼ＴＡ

接続設定を要求するＴＡ

(3) 　着呼ＴＡ

接続に応じるＴＡ

(4) 　発信ＴＡ

　パラメータ情報の、次の交換の起動を行う責任があるＴＡ。最初は、発呼ＴＡが発信ＴＡの役割

を負う。

(5) 　応答ＴＡ

　パラメータ情報の、次の交換の起動を行う責任がないＴＡ。最初は、着呼ＴＡが応答ＴＡの役割

を負う。

(6) 　パラメータ情報

端末アダプションのプロトコル情報、ＴＡパラメータ、保守情報（オプション）

(7) 　パラメータブロック

　相互のパラメータ交換の間、それぞれのＴＡから他方へ向けて転送されるメッセージグループの

中に組み立てられたパラメータ情報の完結した一組。

(8) 　メッセージグループ

　３つの連続したＬＯＷ－ＨＩＧＨデータオクテットペアで示されるコマンドオクテットの繰り返

しシーケンスに基づいたオクテットの配列。それぞれのメッセージグループは、パラメータ情報の

１オクテットを転送する。
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(9) 　コマンドオクテットのシーケンス

　６４kbit/s の非制限チャネルで、切れ目なく転送される少なくとも３２コマンドオクテットの繰

り返し転送。非同期ＩＰＥの場合、シーケンスは手順の範囲内で中断されることがある。

(10) 　連続したＬＯＷ－ＨＩＧＨデータオクテットペア

　６オクテットの転送は、３組のＬＯＷ－ＨＩＧＨデータオクテットペアに分けられ、各ペアのＬ

ＯＷデータオクテットは、ＨＩＧＨデータオクテットの前に転送される。６オクテットは、６４

kbit/s の非制限チャネルで切れ目なく転送される。非同期ＩＰＥの場合、６オクテットの転送は、

手順の範囲内で中断されることがある。

(11) 　検　証

明記されたエラーハンドリング手順に従う一組のデータの正当性確立。

Ⅰ．3　概　要

　ここに述べるインバンドパラメータ交換（ＩＰＥ）は、接続設定されたユーザ・データ列内の、パラ

メータ情報の転送に基づいている。特定なＩＰＥの速度は、ＩＰＥの適用に対応するように６４kbit/s の

非制限チャネル、そして中間速度チャネルに基づいた接続へ選択される。６４kbit/s と異なった速度のＩ

ＰＥの場合、標準ＪＴ－Ｖ１１０に従った速度整合が、パラメータ情報を含んだユーザ・データ列を提供

する。

　中間速度チャネルでのＩＰＥの場合は、交換を開始する前に標準ＪＴ－Ｖ１１０に従って、最初にフ

レーム同期を取る必要がある。パラメータ情報は２つのＴＡ間で、１回または複数回の交換の間、パラ

メータブロックで転送する。そのブロック構造は、メッセージグループで転送した情報を確認するコマン

ドオクテットのシーケンスと、一般目的の情報を転送する連続したＬＯＷ－ＨＩＧＨデータオクテットペ

アを含むメッセージグループに基づいている。コマンドオクテットはエラーハンドリング技術が確実に使

用できるように少なくとも３２オクテットの繰り返しシーケンスで常に転送する。ＬＯＷ－ＨＩＧＨデー

タオクテットペアは、多数決でエラーを回復できるように、常に３連続で転送される。

　最初のパラメータ交換の後、着呼ＴＡはパラメータ交換が成功したかどうか判定する。両方のＴＡが

データ転送状態を継続しており、一致したデータ転送速度でなければ、直ちに標準ＪＴ－Ｖ１１０に従っ

た新しい中間速度への再同期を要求しなければならない。

　最初の交換と、それに続く相互の交換の後、パラメータ交渉を公平に進行させるため、交換の成功を判

定する責任は移動される。また状態情報も、両方のＴＡが交換の進行をモニタできるように、ＩＰＥの実

行中転送される。どのようなときでも、いづれかのＴＡがパラメータ交換が成功しなかったと判断したら、

ＴＡは接続を解除しなければならない。

　ＩＰＥをサポートしないＴＡとのインタワークは別途詳述する。

Ⅰ．4　参照構成

　付図Ｉ－１／ＪＴ－Ｖ１１０はＩＰＥ手順のシナリオ例である。これは、既存ネットワークの接続性を

利用したＩＳＤＮの接続を図示している。国際的なＩＳＤＮ能力が至るところに存在する発展過程におい

て、散在するＩＳＤＮの接続は、しばしば既存ネットワークの能力を利用する。付図Ｉ－１／ＪＴ－Ｖ１

１０に二つの方法を示す。レイヤ１インタワーク機能が不要等、多くの利点を持つ既存のＩＤＮに基づい

たディジタル接続性の利用により、図示された配列のどちらも存在する。しかし、ＩＤＮはＩＳＤＮシグ

ナリング能力を持たないためＩＰＥ手順が必要となる。ＩＰＥ能力は、保守機能のような他の動作を実行

するのと同様に、パラメータ交換のためＴＡ間の通信を可能にすることを要求する。更に、ＩＳＤＮシグ

ナリング能力が利用できるところでは、ＩＰＥ能力は高度なパラメータ交換を供給するように用いられる。
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付図Ⅰ－１／ＪＴ－Ｖ１１０　参照構成

(CCITT V.110)

ディジタル

接　続　性
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Ⅰ．5　手　順

Ⅰ.5.1　概　要

　Ｉ.5 節ではＴＡが、ユーザデータ列内で使用するメッセージにより、パラメータ及びインバンド保守情

報の交換を可能にする手順を述べる。

　いったん呼設定されると、ＩＰＥは付図Ｉ－２／ＪＴ－Ｖ１１０による４つのユーザデータ速度のうち

の一つに着手する。可能ならば、ＩＰＥは非制限６４kbit/s の速度を使用すると推奨されている。もし、

この速度でのスタートが不可能ならば、適当なデフォルト中間速度を使用する。デフォルト中間速度チャ

ネルは、ＪＴ－Ｉ４６０に示される単一信号動作の規定により選択される。低速度多重はＩＰＥが完結す

るまでサポートされない。

ＩＰＥ中間速度 ＩＰＥデータ速度

非制限（64kbit/s） 56kbit/s

32kbit/s 中間速度チャネル 19.2kbit/s　非同期

16kbit/s 中間速度チャネル  9.6kbit/s　非同期

 8kbit/s 中間速度チャネル  4.8kbit/s　非同期

付図Ⅰ－２／ＪＴ－Ｖ１１０　ＩＰＥユーザ速度の選択

(CCITT V.110)

　最終的なデータ転送速度は、ＩＰＥユーザ速度の選択によって制限されない。そのため、例えば

4.8kbit/s 非同期におけるＩＰＥは、データ転送状態中は６４kbit/s 非制限の使用が可能である。６４kbit/s

と別の速度のＩＰＥにとって、標準ＪＴ－Ｖ１１０による速度整合がＩＰＥ情報を含むユーザデータ列に

適用される。標準ＪＴ－Ｖ１１０による速度整合を使用するとき、不慮の切断を防止するため、Ｓ＝ＯＦ

Ｆ，Ｘ＝ＯＮという状態や、全てのデータビットが「０」の状態を避ける必要がある。これは、１つのス

トップビットを持ち、各オクテットの第８ビットを「１」に固定する非同期キャラクタの使用により実現

される。

　Ｉ.5.2 節ではＩ.5.3 節に示してあるＩＰＥ自身に対する手順で、ＩＰＥをどの様に起動するか説明して

いる。もしも、パラメータ交換がＩＰＥの使用した速度と異なった中間速度に基づいたデータ速度の選定

に終わるならば、再同期が要求される。再同期およびデータ転送の手順は、それぞれＩ.5.4 節、Ｉ.5.5 節

で示される。ＩＰＥをサポートしないＴＡとのインタワーク手順は、Ｉ.5.6 節に示す。Ｉ.5.7 節では保守

に関係した手順を示している。また、Ｉ.5.8 節ではデータ転送状態からＩＰＥへの再移行を規定しており、

Ｉ.5.9 節はエラー防止とハンドリングを規定している。メッセージのコーディングについてはⅠ.6 節で示

し、タイマ値はＩ.7 節に、状態遷移図はＩ.8 節に示される。
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Ⅰ.5.2　交換の起動

　ＩＰＥ　ＴＡはデータ転送状態からＩＰＥへの再移行を制御するため、ローカルメモリフラグ（再移行

フラグ）を要求する。

　非活性状態の間、ＴＡはＢチャネルに連続して「１」を転送する（Ｉ.8 節参照）。一度接続を設定する

と、両方のＴＡは選択したユーザー速度において、再移行フラグを「０」にしてパラメータ交換を起動す

る。パラメータ交換を開始する前に、両ＴＡはタイマＴ２をスタートさせ、アイドル状態オクテットを繰

り返し転送する。（Ｉ.6.5 節参照）

　ＴＡが異なるＩＰＥユーザ速度で動作する場合、以下の手順を適用する。

　－Ｔ２タイマの前半において、着呼ＴＡのみが初期交換情報を転送する前に、発呼ＴＡのＩＰＥ速度に

整合させることを試みる。

　－Ｔ２タイマの後半では、発呼ＴＡのみが着呼ＴＡに整合させることを試み、着呼ＴＡのユーザ速度で

初期交換情報を再転送する。

　もし、タイマＴ２が完結したパラメータブロックを受け取る前に終了したとき、両ＴＡはそれらのデ

フォルトパラメータを使用して、データ転送を開始しなければならない。

　4.8、9.6、19.2kbit/s のユーザデータ速度の場合、ＴＡは以下のような詳細な手順により、最初に標準Ｊ

Ｔ－Ｖ１１０に規定されているフレーム同期手順を完了させる。

　ａ．送信部は状態情報Ｓ＝ＯＦＦとＸ＝ＯＦＦを対向ＴＡへ送り、同期待－パラメータ交換状態にはい

る（状態６）。

　ｂ．ＴＡが同期待－パラメータ交換状態の中で（状態６）、フレーム同期パターンを認識したとき、受

信した状態情報を確かめ、以下のような方法で対応する状態にはいる。

－データ転送（状態４）：Ｓ＝ＯＮとＸ＝ＯＮを受取ったとき（Ｉ.5.6 節参照）

－ＩＰＥデフォルト交換（状態５）：Ｓ＝ＯＦＦとＸ＝ＯＦＦを受け取ったとき

－パラメータ交換（状態７）：Ｓ＝ＯＦＦとＸ＝ＯＮを受け取ったとき（Ｉ.5.3 節参照）

　ｃ．ＴＡがＩＰＥデフォルト交換（状態５）のときは、ＴＡに状態情報Ｓ＝ＯＦＦとＸ＝ＯＮのフレー

ムを送信し、受信した状態情報を確認しなければならない。そして、以下のような方法で対応する状

態にはいる。

－データ転送（状態４）：Ｓ＝ＯＮとＸ＝ＯＮを受け取ったとき（Ｉ.5.6 節参照）

－パラメータ交換（状態７）：Ｓ＝ＯＦＦとＸ＝ＯＮを受け取ったとき（Ｉ.5.3 節参照）

５６または６４kbit/s のユーザ速度の場合、フレーム同期要求は無い。

Ⅰ.5.3　パラメータ交換

Ⅰ.5.3.1　オクテット配列

　4.8、9.6、19.2kbit/s のユーザ速度の場合、パラメータ交換メッセージの個々のオクテットは、スタート、

ストップビットを付加した１キャラクタとして転送される。

　（Ｉ.6.1 節参照）５６または６４kbit/s のユーザ速度の場合は、網提供のオクテット配列を使用する。
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Ⅰ.5.3.2　パラメータの転送

　この節の正確な解釈はＩ.2 節に定義しており、特に「コマンドオクテットシーケンス」（Ｉ.2.9 節）と

「連続したＬＯＷ－ＨＩＧＨデータオクテットペア」（Ｉ.2.10 節）の意味に注意を要する。更に、詳細な

内容はＩ.5.9 節とＩ.6 節に示す。

　接続を設定した後、発呼ＴＡは発信ＴＡの役割を、そして着呼ＴＡは応答ＴＡの役割を負う。

　発信ＴＡはタイマＴ１をスタートさせ、ＸＳＴＡＲＴコマンドオクテットシーケンス (Ｉ.6.3 節参照）

の転送を開始する。ＸＳＴＡＲＴコマンドオクテットの受信を確認した応答ＴＡは、タイマＴ１をスター

トし、以下に述べるようにパラメータの転送を開始する。発信ＴＡは、応答ＴＡからのＲＡ　ＶＥＲＳＩ

ＯＮコマンドオクテット（パラメータ転送のスタート時に）の受信をもう一度確認し、発信ＴＡはまた同

様の方法でパラメータ転送を開始する。付図Ⅰ－３／ＪＴ－Ｖ１１０はパラメータ交換におけるイベント

の通常シーケンスを表す。

　パラメータ転送は、速度整合確認（Ⅰ.6.2 節参照）を含む連続したＬＯＷ－ＨＩＧＨデータオクテット

ペアによって示されるＲＡ　ＶＥＲＳＩＯＮコマンドオクテットシーケンスの転送で開始する。

　速度整合確認の転送の後、直ちにＰＡＲＡＭ－０からＰＡＲＡＭ－４（Ⅰ.6.4 節参照）の順序で送信さ

れる５つのグループで、転送は継続される。各グループは、パラメータ転送を行う連続したＬＯＷ－ＨＩ

ＧＨデータオクテットペアによるＰＡＲＡＭコマンドオクテットシーケンスの転送で、開始する。パラ

メータ情報転送の完了で、両ＴＡは次のパラメータ交換のときまで、ＦＩＬＬ状態オクテットを繰り返し

転送する。完結したパラメータブロックの転送は、Ｔ２時間内で行わなければならない。

　パラメータ情報と速度整合の受信及び処理の後、応答ＴＡは両方向のパラメータ交換が一致しているか

どうか、あるいは発信ＴＡのパラメータに適合させることができたかどうか判定する。どちらの場合でも

交換が成功すれば、Ⅰ.5.3.3 節に述べられている手順にしたがう。もしも、パラメータが一致せず、しか

も応答ＴＡが通信を継続するならば、発信ＴＡの役割を応答ＴＡが引き受け、ＸＳＴＡＲＴコマンドオク

テットシーケンスの転送によって、パラメータ交換をやり直す。それ故、パラメータ転送手順は上記に述

べたように継続する。しかし、発信と応答の役割は反対側のＴＡに移る。最初の交換で、着呼ＴＡは発呼

ＴＡのパラメータに適合させることを試みなければならない。交換が継続しているとき、新しい発信ＴＡ

は可能な限り以前に受信したパラメータ値に次の転送パラメータ値を合わせることを試みなければならな

い。もし、どちらのＴＡもパラメータ交換を続けていく余地が無いと判定したならば、Ⅰ.5.3.4 節に述べ

られている手順にしたがう。
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付図Ｉ－３／ＪＴ－Ｖ１１０　パラメータ交換中のイベントの起動シーケンス

(CCITT V.110)

　パラメータ情報はＴＡが発信、応答の動作を交互に繰返す事によって結果が有効、無効又はタイマＴ１

が満了するまで、情報の交換を続ける。

　ＩＰＥが無くても提供するサービスを低下させないため、ＴＡはタイマＴ１の満了までデフォルトパラ

メータを用いて接続をすべきである。これはそれぞれのＴＡが任意時点の切断動作の開始を禁止するもの

ではない。
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Ⅰ.5.3.3　有効交換

　一つのパラメータ交換は、ＴＡの最後のパラメータセットが相互に伝えられ、整合がとれた時、又は応

答ＴＡが発信ＴＡのパラメータに適合した時に有効と認知する。応答ＴＡは移行の前に、発信ＴＡに交換

の成立を通知すべきであり、この通知はＲＥＡＤＹ状態表示オクテットのシーケンスに用意されている。

両方のＴＡは再移行フラグを「１」にセットすべきである。いずれの場合も、両方のＴＡは、新たな中間

速度の再同期の要求がなければ、データ転送状態に移行する。（Ⅰ.5.4 節参照）

Ⅰ.5.3.4　無効交換

　もし、交換手順のいかなる時点においても、両方のＴＡもパラメータの有効交換が行えなかった時、又

は速度整合手順が整合しない時、ＴＡは接続をクリアすべきである。

Ⅰ.5.4　新たな中間速度の再同期

　もし、ＩＰＥの結果が新たな中間速度を要求するユーザデータ速度の選択であれば、再同期が必要とな

り、ＴＡは再同期待ち状態（状態８）に移行する。この状態の間、ＴＡの送信部は同位ＴＡに対して確認

された新たな中間速度チャネルを使用し、Ｓ＝ＯＦＦ，Ｘ＝ＯＦＦのフレームを送出する。中間速度チャ

ネルのデフォルトポジションは単一中間速度動作の勧告と一致する。

　この時、ＴＡの受信部は選択されたサブチャネルのフレームパタンの同期検出を開始する。ＴＡがフ

レーム同期パタンを検出した時、状態表示情報の検証をしたのち、以下の規則に従い適切な状態に移行す

る。

　－データ転送状態（状態４）、Ｓ＝ＯＮ及びＸ＝ＯＮを受信した時（Ⅰ.5.6 節参照）

　－非交換状態（状態９）、Ｓ＝ＯＦＦ及びＸ＝ＯＦＦを受信した時

　ＴＡが非交換状態（状態９）の時、Ｓ＝ＯＮ及びＸ＝ＯＮの状態表示情報のフレームを送出し、Ｓ＝Ｏ

Ｎ及びＸ＝ＯＮを受信した時はデータ転送状態に移行すべきである。

Ⅰ.5.5　データ転送

Ⅰ.5.5.1　データ転送状態への遷移

　データ転送状態への移行は、パラメータ情報手順の実行に充分な時間を確保した後、両方のＴＡにより

標準ＪＴ－Ｖ１１０に述べられている規則に従い実行される。

Ⅰ.5.5.2　データ転送状態

　データ転送状態（状態４）への移行手順及び、５６kbit/s 以下のデータ速度のＳ及びＸ状態表示情報の

値は標準ＪＴ－Ｖ１１０に記述してある。

Ⅰ.5.6　ＩＰＥをサポートしていないＴＡとのインタワーク動作

　ＴＡはＩＰＥのバイパスを選択することもある。たとえば、前もって構成された配列で使用される時、

又はアウトバンドシグナリングによるパラメータ交換が効果的である場合など。この状況の時、ＩＰＥを

サポートしているＴＡは検証された状態表示情報としてＳ＝ＯＮ及びＸ＝ＯＮを受信し、直接データ転送

状態に移行する。

　ＩＰＥをサポートしていないＴＡは同位ＴＡからのＳ＝ＯＦＦ及びＸ＝ＯＮの状態表示情報を含むフ

レームを受信できる。この状況では非ＩＰＥ－ＴＡは状態表示情報Ｓ＝ＯＦＦ及びＸ＝ＯＦＦの送出を続

けるか、データ転送状態に移行して状態表示情報Ｓ＝ＯＮ及びＸ＝ＯＮを送出する。どちらの場合もＩＰ

Ｅ無しにデータ転送状態への移行になる。Ⅰ.8 節参照。



- 39 - ＪＴ－Ｖ１１０

　非制限６４kbit/s におけるＩＰＥの場合、又はＴＡが状態表示情報Ｓ＝ＯＦＦ及びＸ＝ＯＦＦの送出継

続の場合、タイマＴ２はＩＰＥを使用しない時のサービスを確実にする。Ⅰ.8 節参照。

Ⅰ.5.7　保　守

　ＴＡ保守（ＭＮＴ）呼は、発呼ＴＡがＭＮＴサポートを要求し機能要求表示の保守ＭＡＩＮＴＥＮＡＮ

ＣＥを伴ったパラメータ転送に直接続くＰＡＲＡＭ－０により表示される。（Ⅰ.6.6 節参照）ＭＮＴをサ

ポートしているＴＡは、ＭＮＴサポートが可能である事をＰＡＲＡＭ－０により表示する。発呼ＴＡによ

りＭＮＴ機能を要求された時、ＭＮＴサポートが可能なＴＡは、要求されたＭＮＴ機能を直接起動する前

に、ＭＡＩＮＴＥＮＡＮＣＥの終了を含む次のパラメータ交換の開始によって要求を認識する。

　タイマ要求無しが成立したＭＮＴ呼はそれぞれのＴＡの呼のクリアにより終了する。タイマ要求を伴う

成立したＭＮＴ呼は、着呼ＴＡをタイマＴ３の満了で非動作状態に、又は切断により休止状態に戻す。

　ＭＮＴをサポートしていないＴＡは、交換開始のＰＡＲＡＭ－０によりＭＮＴをサポートしていない事

を表示すべきであり、ＭＮＴ呼を受信した時パラメータ交換開始の後、接続を開放すべきである。

Ⅰ.5.8　データ転送状態からＩＰＥへ再移行

　本標準のテストループバックは勧告Ｉ．６００シリーズを参照している。この機能の主な目的は確立さ

れたパスから装置を外す事無く、保守目的のためにリモートループバックメカニズムを提供することにあ

る。このメカニズムは通常のＩＰＥへの再移行にも用いられる。

　このメカニズムは非制限６４kbit/s 接続状態、又はデータ転送速度が６４kbit/s、５６kbit/s 又は４８

kbit/s では適用できない。

　もし、ＩＰＥへの再移行が要求された時及び再移行フラグの値が「１」の時、ＴＡ起動時はＩＰＥへの

再移行待ち状態（状態１０）となりＳ＝ＯＦＦ，Ｘ＝ＯＮ及びＤ＝ＩＤＬＥを送出する。試験ループを設

定するためのＩＰＥ再移行は発呼ＴＡによってのみ起動される。

　Ｓ＝ＯＦＦ，Ｘ＝ＯＮ及びＤ＝ＩＤＬＥの受信は状態４のＴＡを、データ転送に使用している中間速度

と同じで、Ⅰ.5.1 節に規程されているＩＰＥユーザ速度のパラメータ交換状態（状態７）に移行させる。

　Ｓ＝ＯＦＦ，Ｘ＝ＯＮ及びＤ＝ＩＤＬＥの受信は起動中のＴＡを、データ転送に使用している中間速度

と同じで、Ⅰ.5.1 節に規定されているＩＰＥユーザ速度のパラメータ交換状態（状態７）に移行させる。

Ⅰ.5.9　誤り保護及び操作

　誤り保護及び操作はデータ誤りの可能性を克服する為に必要である。更に、例えば、フレーム同期外れ

からの誤り復旧手順を必要とする。

　データ誤りからの保護のため、ＩＰＥコマンドは少なくとも３２オクテットの繰返しシーケンスにより

送出される。コマンドオクテットの受信の校正の検証は連続チェック技術により行われる。一度校正され

たコマンドオクテットを受信すると、Ⅰ.6 節のコーディングにより識別される。認められないいかなるオ

クテットも無視されることはない。データ誤りからの保護のため、ＬＯＷ－ＨＩＧＨデータメッセージペ

アは、３つのペアグループとして送出される。これは受け側のＴＡに使用されている多数決技術により可

能となる。

　パラメータ交換中の回復不能なデータ誤りの検出、フレーム同期外れ又は交換の再スタートを必要とす

る状況では、ＴＡは現在のメッセージフローを終了させＸＳＴＡＲＴコマンドオクテットのシーケンスを

送出して誤り復旧を起動し、発信ＴＡの動作となる。

　ＸＳＴＡＲＴコマンドオクテットのシーケンスを受信すると、ＴＡはⅠ.5.3.2 節に述べたようなパラ

メータ交換を開始する。ＸＳＴＡＲＴオクテットが衝突した場合、ＴＡは本来の発信側及び応答側の動作

をする。
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Ⅰ．6　コーディング

Ⅰ.6.1　概　要

　ＩＰＥの情報伝達はメッセージグループにより行われる。これらのメッセージは各種のタスクにより行

われる。速度整合に関するメッセージはⅠ.6.2 節に記述しており、実際のパラメータ転送はⅠ.6.4 に記述

してある。ＩＰＥの制御に関するメッセージはⅠ.6.3 節に、そして状態表示方法についてはⅠ.6.5 節に記

述してある。

　ＭＡＩＮＴＥＮＡＮＣＥについてはⅠ.6.6 節に記述してある。

　メッセージは全て、付図Ｉ－５／ＪＴ－Ｖ１１０に示すオクテット構造である。

　６４kbit/s のユーザ速度の場合、オクテットはビット１からビット８のビットシーケンスで回線に送出

される。網提供のオクテット配列が用いられる。

　５６kbit/s のユーザ速度の場合、データはビット１からビット７及びそれに続く「１」にセットされた

ビット８－標準ＪＴ－Ｖ１１０の速度整合のため－のビットシーケンスで回線に送出される。（最終的に

データストリームは６４kbit/s と等しくなる）。網提供のオクテット配列が用いられる。

　4.8、9.6 又は 19.2kbit/s のユーザ速度の場合、以下のフォーマットを用い、スタート・ストップビットが

付加された１つのキャラクタにパックされる。

　－１スタートビット

　－８データビット（送出順序を付図Ⅰ－４／ＪＴ－Ｖ１１０に示す）

　－パリティ無し、及び

　－１ストップビット

ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｂ４ ｂ５ ｂ６ ｂ７ ｂ８

付図Ⅰ－４／ＪＴ－Ｖ１１０　非同期キャラクタフォーマット

(CCITT V.110)

Start Stop
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bit １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

　ビット８：１に設定（受信時無視）

　（注）標準ＪＴ－Ｖ１１０の速度整合を用いることにより、５６kbit/s は６４kbit/s のデータストリーム

と等しくなる。

　ビット７：ＩＰＥデータの場合０に設定

ＩＰＥ信号の場合１に設定

ＩＰＥデータの場合

　ビット６：１に設定

（０に設定：私的使用のために予約されたメッセージ。インプリメントされていない時は無

視）

　ビット５：伝送データビットがｄ０－ｄ３の場合、０に設定

伝送データビットがｄ４－ｄ７の場合、１に設定

　ビット１－４：伝送データビット（ｄ０－ｄ３）又は（ｄ４－ｄ７）

　ＩＰＥ信号の場合

　ビット６：１に設定

（０に設定：私的使用のために予約されたメッセージ。インプリメントされていない時は無

視）

　ビット５：コマンドメッセージの場合、０に設定

状態表４メッセージの場合、１に設定

　ビット１－４：シグナルコード

付図Ⅰ－５／ＪＴ－Ｖ１１０　ＩＰＥコーディングのオクテット構造

(CCITT V.110)

←　４．８，９．６，１９．２

及び６４kbit/s　　→

５６kbit/s
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　下記付図Ⅰ－６／ＪＴ－Ｖ１１０はＩＰＥで使用するためのオクテットコーディングの全設定を示す。

←　４．８，９．６，１９．２＆６４kbit/s　→

ＭＥＳＳＡＧＥ ５６kbit/s

ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｂ４ ｂ５ ｂ６ ｂ７ ｂ８

ＰＡＲＡＭ－０ ０ ０ ０ ０ １ １ １

ＰＡＲＡＭ－１ ０ ０ ０ １ ０ １ １ １

ＰＡＲＡＭ－２ ０ ０ １ ０ ０ １ １ １

コ ＰＡＲＡＭ－３ ０ ０ １ １ ０ １ １ １

Ｉ マ ＰＡＲＡＭ－４ ０ １ ０ ０ ０ １ １ １

ン ＲＡ　ＶＥＲＳＩＯＮ ０ １ ０ １ ０ １ １ １

Ｐ ド ＸＳＴＡＲＴ ０ １ １ ０ ０ １ １ １

ＭＡＩＮＴＥＮＡＮＣＥ ０ １ １ １ ０ １ １ １

Ｅ

信

号 ＲＥＡＤＹ ０ １ ０ １ １ １ １ １

ＩＤＬＥ ０ １ １ １ １ １ １ １

ＦＩＬＬ １ １ ０ １ １ １ １ １

ＩＮＡＣＴＩＶＥ １ １ １ １ １ １ １ １

ＩＰＥ ＬＯＷ ｄ０ ｄ１ ｄ２ ｄ３ ０ １ ０ １

データ ＨＩＧＨ ｄ４ ｄ５ ｄ６ ｄ７ １ １ ０ １

（注）余白部分のコーディングは予約済みである。（私的使用の表示でないならば）認められないオク

テットも全て受信、検証されたのち無視される。

付図Ⅰ－６／ＪＴ－Ｖ１１０　ＩＰＥオクテットコーディング

(CCITT V.110)

ス 

テ 

ー 

タ 

ス



- 43 - ＪＴ－Ｖ１１０

Ⅰ.6.2　速度整合識別子の転送

　速度整合による識別データの転送は、３つのオクテットに基づくメッセージの集まりによって達成され、

Ⅰ.5.3.2 節とⅠ.5.9 節に述べた手続きに従って行われる。メッセージは、ＲＡＶＥＲＳＩＯＮのコマンド

オクテットにＬＯＷ－ＨＩＧＨデータオクテットのペアが続くというシーケンスで構成されＬＯＷデータ

オクテットは、ＨＩＧＨデータオクテットより先に転送される。

　付図Ⅰ－７／ＪＴ－Ｖ１１０は、速度整合識別のメッセージコードを示す。

ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｂ４ ｂ５ ｂ６ ｂ７ ｂ８

ＲＡ　ＶＥＲＳＩＯＮ ０ １ ０ １ ０ １ １ １

ＬＯＷ ｄ０ ｄ１ ｄ２ ｄ３ ０ １ ０ １

ＨＩＧＨ ｄ４ ｄ５ ｄ６ ｄ７ １ １ ０ １

ＲＡ　ＶＥＲＳＩＯＮによる識別子

ＨＩＧＨ ＬＯＷ

ｄ７ ｄ６ ｄ５ ｄ４ ｄ３ ｄ２ ｄ１ ｄ０

Ｉ３ Ｉ２ Ｉ１ Ｉ０ ｘ ｘ ｘ ｘ

Ｉ３－Ｉ０： Ｉ３ Ｉ２ Ｉ１ Ｉ０

識別子　Ｖ．１１０ ０ ０ ０ １

Ｘ：予約済

（使用しない時は、ゼロにセットする。受信では無視される。）

　注－すべての他のコードは予約済。

付図Ⅰ－７／ＪＴ－Ｖ１１０　ＲＡ　ＶＥＲＳＩＯＮ識別子

(CCITT V.110)

Ⅰ.6.3　制　御

　それぞれのＴＡパラメータ情報を転送する前にＸＳＴＡＲＴコマンドオクテットがⅠ.5.3.2 節とⅠ.5.9

節に述べられているように発信ＴＡによって応答ＴＡへ転送されることでシーケンスを始めることができ

る。

　付図Ⅰ－８／ＪＴ－Ｖ１１０は、ＸＳＴＡＲＴコマンドオクテットのコードを示す。

ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｂ４ ｂ５ ｂ６ ｂ７ ｂ８

ＸＳＴＡＲＴ ０ １ １ ０ ０ １ １ １

付図Ⅰ－８／ＪＴ－Ｖ１１０　ＸＳＴＡＲＴコード

(CCITT V.110)
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Ⅰ.6.4　パラメータ

　ＴＡパラメータの転送は、３オクテットに基づいた連続した５つのメッセージの集まりで達成され

Ⅰ.5.3.2 節とＩ.5.9 節に述べた手続きによって転送される。

　それぞれのメッセージの集まりは、ＬＯＷ－ＨＩＧＨデータオクテットペアが続くＰＡＲＡＭ－Ｘコマ

ンドオクテット（ＰＡＲＡＭ－０からＰＡＲＡＭ－４）のシーケンスで構成され、ＬＯＷデータオクテッ

トは、ペアになっているＨＩＧＨデータオクテットより先に転送される。

　付図Ⅰ－９／ＪＴ－Ｖ１１０は、パラメータ転送のためのコマンドオクテットコード、付図Ⅰ－１０／

ＪＴ－Ｖ１１０から付図Ⅰ－１４／ＪＴ－Ｖ１１０は、データオクテットのコードを示す。

ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｂ４ ｂ５ ｂ６ ｂ７ ｂ８

ＰＡＲＡＭ－Ｘ ０ ｘ２ ｘ１ ｘ０ ０ １ １ １

ｘ２ ｘ１ ｘ０

ＰＡＲＡＭ－０ ０ ０ ０

ＰＡＲＡＭ－１ ０ ０ １

ＰＡＲＡＭ－２ ０ １ ０

ＰＡＲＡＭ－３ ０ １ １

ＰＡＲＡＭ－４ １ ０ ０

ＬＯＷ ｄ０ ｄ１ ｄ２ ｄ３ ０ １ ０ １

ＨＩＧＨ ｄ４ ｄ５ ｄ６ ｄ７ １ １ ０ １

付図Ⅰ－９／ＪＴ－Ｖ１１０　パラメータメッセージグループのフォーマット

(CCITT V.110)
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ＨＩＧＨ ＬＯＷ

ｄ７ ｄ６ ｄ５ ｄ４ ｄ３ ｄ２ ｄ１ ｄ０

Ｓｐ Ｓｐ Ｍｓ Ｍｒ ｘ ｘ ｘ Ｅｘ

Ｓｐ（予備）：送信ではゼロにセットする。

受信では無視される。

Ｍｓ（メインテナンス提供）：

保守が提供されていない

保守が提供されている

０

１

Ｍｒ（メインテナンス要求）：

保守が要求されていない

保守が要求されている

０

１

Ｅｘ（拡張）：

ＴＡが標準ＪＴ－Ｘ３０に従って

オクテット列を要求しないとき ０

ＴＡが標準ＪＴ－Ｘ３０に従って

オクテット列を要求するとき １

Ｘ：予約済

（使用しない時は、ゼロにセットする。受信では無視される。）

付図Ⅰ－１０／ＪＴ－Ｖ１１０　ＰＡＲＡＭ－０　コーディング

(CCITT V.110)
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ＨＩＧＨ ＬＯＷ

ｄ７ ｄ６ ｄ５ ｄ４ ｄ３ ｄ２ ｄ１ ｄ０

Ｐ２ Ｐ１ Ｐ０ Ｍｏ ｘ ｘ ｘ Ｃｈ

Ｐ２－Ｐ０：パリティ

奇　数

偶　数

な　し

０固定

１固定

Ｐ２

０

０

０

１

１

Ｐ１

０

１

１

０

０

Ｐ０

０

０

１

０

１

Ｍｏ（モード）：非同期

同　期

０

１

Ｃｈ（チェック）：要求によりＤＴＥパリティチェックがある時。

 要求によりＤＴＥパリティチェックがない時。

０

１

Ｘ：予約済

（使用しない時は、ゼロにセットする。受信では無視される。）

付図Ⅰ－１１／ＪＴ－Ｖ１１０　ＰＡＲＡＭ－１　コーディング

(CCITT V.110)
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ＨＩＧＨ ＬＯＷ

ｄ７ ｄ６ ｄ５ ｄ４ ｄ３ ｄ２ ｄ１ ｄ０

Ｓ１ Ｓ０ Ｃ１ Ｃ０ ｘ ｘ ｘ Ｃｘ

Ｓ１－Ｓ０：ストップビット

使用しない

１

１.５

２

Ｓ１

０

０

１

１

Ｓ０

０

１

０

１

Ｃ１－Ｃ０：キャラクタ長

使用しない

５

７

８

Ｃ１

０

０

１

１

Ｃ０

０

１

０

１

　注－キャラクタ長は、パリティを含む。

Ｃｘ（キャラクタ長　拡張）：

標準Ｃ１－Ｃ０コードが使用される。

９ビットキャラクタ長が使用される。

ｘ：予約済：

０

１

（使用しない時はゼロにセットする。受信では無視される。）

付図Ⅰ－１２／ＪＴ－Ｖ１１０　ＰＡＲＡＭ－２　コーディング

(CCITT V.110)
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ＨＩＧＨ ＬＯＷ

ｄ７ ｄ６ ｄ５ ｄ４ ｄ３ ｄ２ ｄ１ ｄ０

Ｓｐ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ４ Ｒ３ Ｒ２ Ｒ１ Ｒ０

Ｓｐ（ｄ７） ：送信ではゼロにセットする。

　受信では無視される。

Ｒ６－Ｒ０ ：速　　　度

予　約　済

６００

１２００

２４００

３６００

４８００

７２００

予　約　済

９６００

１４４００

予　約　済

１９２００

予　約　済

予　約　済

４８０００

５６０００

Ｒ６

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

Ｒ５

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

Ｒ４

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

Ｒ３

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

Ｒ２

０

０

０

０

１

１

１

１

０

０

０

０

１

１

１

１

Ｒ１

０

０

１

１

０

０

１

１

０

０

１

１

０

０

１

１

Ｒ０

０

１

０

１

０

１

０

１

０

１

０

１

０

１

０

１

予　約　済

５０

７５

１１０

１５０

２００

３００

１２０００

予　約　済

予　約　済

６４０００

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

０

０

０

０

１

１

１

１

０

１

１

０

０

１

１

０

０

１

１

０

１

１

０

１

０

１

０

１

０

１

０

０

１

付図Ⅰ－１３／ＪＴ－Ｖ１１０　ＰＡＲＡＭ－３　コーディング

(CCITT V.110)

～
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ＨＩＧＨ ＬＯＷ

ｄ７ ｄ６ ｄ５ ｄ４ ｄ３ ｄ２ ｄ１ ｄ０

Ｓｐ Ｆｃ TNIC RNIC ｘ ｘ ｘ Ｍｍ

Ｓｐ（予備）：送信ではゼロにセットする。

 受信では無視される。

Ｆｃ（フロー制御）：

 ｴﾝﾄﾞ･ｴﾝﾄﾞﾌﾛｰ制御が提供されていない。

 ｴﾝﾄﾞ･ｴﾝﾄﾞﾌﾛｰ制御が提供されている。

０

１

ＴＮＩＣ：ＴＡが網独立ｸﾛｯｸを必要としない。

 ＴＡが網独立ｸﾛｯｸを必要とする。

０

１

ＲＮＩＣ：

 ＴＡが網独立ｸﾛｯｸを受け入れることができない。

 ＴＡが網独立ｸﾛｯｸ受け入れることができる。

０

１

Ｍｍ（モデム）：ＴＡがモデムとつながっていない。

ＴＡがモデムとつながっている。

０

１

Ｘ：予約済：

（使用しない時は、ゼロにセットする。受信では無視される。）

　注－ＮＩＣ＝網独立クロック（５章　参照）。

付図Ⅰ－１４／ＪＴ－Ｖ１１０　ＰＡＲＡＭ－４　コーディング

(CCITT V.110)
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Ⅰ.6.5　状　態

　同位ＴＡにパラメータ交換が成功したと伝えるため、Ⅰ.5 節の手続きに従ってＲＥＡＤＹ状態オクテッ

トのシーケンスがその同位ＴＡに対して転送される。

　付図Ⅰ－１５／ＪＴ－Ｖ１１０は、ＲＥＡＤＹ状態のコードを示す。

ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｂ４ ｂ５ ｂ６ ｂ７ ｂ８

ＲＥＡＤＹ ０ １ ０ １ １ １ １ １

付図Ⅰ－１５／ＪＴ－Ｖ１１０　ＲＥＡＤＹオクテットコーディング

(CCITT V.110)

　同位ＴＡに対して、パラメータ交換前のＩＤＬＥ状態であることを伝えるためにＩＤＬＥ状態オクテッ

トのシーケンスがⅠ.5 節の手続きに従って同位ＴＡに転送される。

　付図Ⅰ－１６／ＪＴ－Ｖ１１０は、ＩＤＬＥ状態オクテットのメッセージコードを示す。

ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｂ４ ｂ５ ｂ６ ｂ７ ｂ８

ＩＤＬＥ ０ １ １ １ １ １ １ １

付図Ⅰ－１６／ＪＴ－Ｖ１１０　ＩＤＬＥオクテットコーディング

(CCITT V.110)

　ＦＩＬＬ状態オクテットは、Ⅰ.5 節の手続きに従ってパラメータ転送の間をうめるために使われる。付

図Ⅰ－１７／ＪＴ－Ｖ１１０にＦＩＬＬ状態オクテットのコードを示す。

ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｂ４ ｂ５ ｂ６ ｂ７ ｂ８

ＦＩＬＬ １ １ ０ １ １ １ １ １

付図Ⅰ－１７／ＪＴ－Ｖ１１０　ＦＩＬＬオクテットコーディング

(CCITT V.110)

　同位ＴＡにチャネルが現在ＡＣＴＩＶＥでないということを伝えるために、Ⅰ.5 節の手続きに従ってＩ

ＮＡＣＴＩＶＥ状態オクテットがその同位ＴＡに転送される。

　付図Ⅰ－１８／ＪＴ－Ｖ１１０にＩＮＡＣＴＩＶＥ状態オクテットのコードをしめす。

ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｂ４ ｂ５ ｂ６ ｂ７ ｂ８

ＩＮＡＣＴＩＶＥ １ １ １ １ １ １ １ １

付図Ⅰ－１８／ＪＴ－Ｖ１１０　ＩＮＡＣＴＩＶＥオクテットコーディング

(CCITT V.110)
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Ⅰ.6.6　保　守

　３オクテットで構成されるこのメッセージグループは、保守動作と関連した情報を伝達する時に使用さ

れる。このメッセージグループはＭＡＩＮＴＥＮＡＮＣＥコマンドオクテットに一連のＬＯＷ－ＨＩＧＨ

データオクテットのペアが続くというシーケンスとで構成されており、ＬＯＷデータオクテットはＨＩＧ

Ｈデータオクテットの前にペアとなって、送信される。付図Ⅰ－１９／ＪＴ－Ｖ１１０はメッセージの

コーディングを示したものである。
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ｂ１ ｂ２ ｂ３ ｂ４ ｂ５ ｂ６ ｂ７ ｂ８

ＭＡＩＮＴＥＮＡＮＣＥ ０ １ １ １ ０ １ １ １

　ＬＯＷ ｄ０ ｄ１ ｄ２ ｄ３ ０ １ ０ １

ＨＩＧＨ ｄ４ ｄ５ ｄ６ ｄ７ １ １ ０ １

ＭＡＩＮＴＥＮＡＮＣＥのコーディング

ＨＩＧＨ ＬＯＷ

ｄ７ ｄ６ ｄ５ ｄ４ ｄ３ ｄ２ ｄ１ ｄ０

Ｓｐ Ｒｔ Ｌ１ Ｌ０ ｘ ｘ ｘ Ｒ１

Ｓｐ（ｄ７）：送信ではゼロにセットする。

受信では無視される。

Ｒｔ（タイマＴ３に対する要求－Ⅰ.5.7 節）：

 タイマ、必要なし

 タイマ、必要

０

１

ＬＩ－ＬＯ（ループに対する要求）：

 ループバックなし

 テストループ４

 （勧告Ｉ．６００シリーズ）

 予約済

 予約済

Ｌ１

０

０

１

１

Ｌ０

０

１

０

１

Ｒ１（ｄｏ　テストループ５）：

（勧告Ｉ．６００シリーズ）

 テストループ５、必要なし

 テストループ５、必要

Ｒ１

０

１

ｘ：予約済

（未使用時には、ゼロにセットされ、受信時には、無視される）

　注－テストループ５は実行可能なかぎりＲ点のインタフェースの近いところに適用されるものであり、

この勧告の範囲外のものである。

　注－ループ定義４および５は勧告Ｉ．６００シリーズで定義される。

　注－定義は発信ＴＡから着信ＴＡへの方向に対するものである。逆方向の場合、これらは保守機能の確

認を表す。

付図Ⅰ－１９／ＪＴ－Ｖ１１０　ＭＡＩＮＴＥＮＡＮＣＥメッセージグループ

(CCITT V.110) のコーディング
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Ⅰ．7　タイマ値

Ⅰ.7.1　パラメータ交換のためのタイマ値

　タイマＴ１は８秒以上とするが、4.1.2.2 節のタイマＴ１未満とする。

タイマＴ２は３秒とする。

Ⅰ.7.2　保守のためのタイマ値

　タイマＴ３は６０秒とする。

Ⅰ．8　状態遷移図

Ⅰ.8.1　概　要

　本節では、状態遷移図を説明し、下記の状況における端末アダプタの状態を示す。

－パラメータ情報の交換をサポートしていない端末アダプタ（Ⅰ.8.3）

－パラメータ情報の交換をサポートしていない端末アダプタとインタワークを行う端末アダプタ

（Ⅰ.8.4）

－パラメータ情報の交換をサポートすることができる端末アダプタ（Ⅰ.8.5）

－保守試験ループ４をサポートすることができる端末アダプタ（Ⅰ.8.6）

ＴＡの状態の要約をⅠ.8.2 に記載した。

Ⅰ.8.2　端末アダプタ状態

　Ⅰ.8.3 からⅠ.8.6 に、ＴＡが取りうる状態を示す状態遷移を図示する。含まれるべき基本的な状態をま

とめると以下の通りである。

状態　０）　空（Null）

状態　１）　非活性（Inactive）

状態　２）　同期待－データ転送（Awaiting Synchronization-Data Transfer)

状態　３）　デフォルト交換（Default Exchange）

状態　４）　データ転送（Data Transfer)

状態　５）　ＩＰＥデフォルト交換（IPE Default Exchange）

状態　６）　同期待－パラメータ交換（Awaiting Synchronization-Parameter Exchange)

状態　７）　パラメータ交換（Parameter Exchange）

状態　８）　再同期化待（Awaiting Re-synchronization)

状態　９）　交換なし（No Exchange)

状態　10）　ＩＰＥへの再移行待（Awaiting Re-entry to IPE)

状態　11）　保守ループ４のループバック（Maintenance Loop 4 LoopbacK)
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付図Ｉ－２０／ＪＴ－Ｖ１１０　状態図：ＩＰＥをサポートしていないＴＡ
(CCITT V.110)

応答

データ転送開始

フレーム同期
タイマ終了

Rx  S=OFF
    X=OFF

Rx S=ON
   X=ON

注：解放のシーケンスは図示せず

Rx
S=ON
X=ON

空

未定義

0.

非活性

ＯＮＥs
(非活性)

1.

同期待－
データ転送

S=OFF, X=OFF
d=ONEs

2.

デフォルト交換

S=ON, X=ON
d=ONEs

3.

データ転送

S=ON, X=ON
d=DATA

4.
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付図Ｉ－２１／ＪＴ－Ｖ１１０　状態図：ＩＰＥをサポートしていないＴＡとのインタワーク

(CCITT V.110)

Rx S=OFF
  X=ON

(ｵﾌﾟｼｮﾅﾙ)

フレーム同期
タイマ終了

応答

データ
転送開始

フレーム同期
タイマ終了

Rx  S=OFF
    X=OFF

Rx  S=OFF
    X=OFF

Rx S=ON
   X=ON

注：解放のシーケンスは図示せず

パラメータ交換開始
再移行フラグ＝０設定

Rx
S=ON
X=ON

Rx S=ON
   X=ON

 T2 あるいは
 Rx S=ON

X=ON

空

未定義

0.

非活性

ＯＮＥs
(非活性)

1.

同期待－
データ転送

S=OFF, X=OFF
d=ONEs

2.

デフォルト交換

S=ON, X=ON
d=ONEs

3.

データ転送

S=ON, X=ON
d=DATA

4.

同期待－
パラメータ交換

S=OFF, X=OFF
d=IDLE

6.

IPE ﾃﾞﾌｫﾙﾄ交換

S=OFF, X=ON
d=IDLE

5.
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付図Ｉ－２２／ＪＴ－Ｖ１１０　状態図：ＩＰＥをサポートしているＴＡ

（CCITT V.110)

Rx S=OFF
  X=ON

(ｵﾌﾟｼｮﾅﾙ)

フレーム同期
タイマ終了

応答

データ
転送開始

フレーム同期
タイマ終了

Rx  S=OFF
    X=OFF

Rx S=OFF
   X=ON

Rx  S=OFF
    X=OFF

Rx S=ON
   X=ON

注：解放のシーケンスは図示せず

パラメータ交換開始
再移行フラグ＝０設定

Rx
S=ON
X=ON

Rx S=ON
   X=ON

Rx S=OFF
   X=ON

 T2 あるいは
 Rx S=ON

X=ON

空

未定義

0.

非活性

ＯＮＥs
(非活性)

1.

同期待－
データ転送

S=OFF, X=OFF
d=ONEs

2.

デフォルト交換

S=ON, X=ON
d=ONEs

3.

データ転送

S=ON, X=ON
d=DATA

4.

同期待－
パラメータ交換

S=OFF, X=OFF
d=IDLE

6.

IPE ﾃﾞﾌｫﾙﾄ交換

S=OFF, X=ON
d=IDLE

5.

再同期化待

S=OFF, X=OFF
d=ONEs

8.

交換なし

S=ON, X=ON
d=ONEs

9.

ＩＰＥへの
再移行待

S=OFF, X=ON
d=IDLE

10.

新しい
中間速度

Rx S=OFF
X=OFF

Rx S=ON
X=ON

再移行フラグ＝１設定

再移行フラグ＝１および
再移行要求

 Rx S=OFF
X=ON
d=IDLE

Rx S=OFF
  X=ON

d=IDLE

T1

X  START

パラメータ交換

S=OFF, X=ON
(IPE Msg)

Rx
S=ON
X=ON

再移行フラグ
＝１設定

56K/64K
あるいは
変更なし

再移行フラグ
＝１設定

フレーム同期
タイマ終了

7.
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付図Ｉ－２３／ＪＴ－Ｖ１１０　状態図：保守ループ４
(CCITT V.110)

Rx S=OFF
  X=ON

(ｵﾌﾟｼｮﾅﾙ)

フレーム同期
タイマ終了

応答

データ
転送開始

フレーム同期
タイマ終了

Rx  S=OFF
    X=OFF

Rx  S=OFF
    X=ON

Rx  S=OFF
    X=OFF

Rx S=ON
   X=ON

注：解放のシーケンスは図示せず

パラメータ交換開始
再移行フラグ＝０設定

Rx
S=ON
X=ON

Rx S=ON
   X=ON

Rx S=OFF
   X=ON

 T2 あるいは
 Rx S=ON

X=ON

空

未定義

0.

非活性

ＯＮＥs
(非活性)

1.

同期待－
データ転送

S=OFF, X=OFF
d=ONEs

2.

デフォルト交換

S=ON, X=ON
d=ONEs

3.

ﾙｰﾌﾟ 4 要求

データ転送

S=ON, X=ON
d=DATA

4.

同期待－
パラメータ交換

S=OFF, X=OFF
d=IDLE

6.

IPE ﾃﾞﾌｫﾙﾄ交換

S=OFF, X=ON
d=IDLE

5.

再同期化待

S=OFF, X=OFF
d=ONEs

8.

交換なし

S=ON, X=ON
d=ONEs

9.

ＩＰＥへの
再移行待

S=OFF, X=ON
d=IDLE

10.

新しい
中間速度

Rx S=OFF
   X=OFF

Rx S=ON
   X=ON
再移行フラグ＝１設定

再移行フラグ＝１および
再移行要求

 Rx S=OFF
X=ON
d=IDLE

Rx S=OFF
X=ON
d=IDLE

T1

X  START

パラメータ交換

S=OFF, X=ON
(IPE Msg)

Rx
S=ON
X=ON

再移行フラグ
＝１設定

56K/64K
あるいは
変更なし

再移行フラグ
＝１設定

フレーム同期
タイマ終了

 保守ループ４

未定義

11.

切断

T3

7.
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付録Ⅱ：Ｖ．２５ｂｉｓからＳ／Ｔ参照点上のＪＴ－Ｑ９３１へのマッピング

（標準ＪＴ－Ｖ１１０に対する）

Ⅱ．1　概　略

　Ｄチャネル信号のＩＳＤＮユーザアクセス能力はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１に規定されている。Ｖ．２

５ｂｉｓからＳ／Ｔ参照点のＱ．９３１へのマッピングを述べている。論理的なマッピングの例を付図Ⅱ

－１に示す。

  

付図Ⅱ－１／ＪＴ－Ｖ１１０　端末アダプタＶ．２５ｂｉｓマッピング

　Ｖ．２５ｂｉｓに基づく端末により与えられるＤチャネル信号能力はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１に規定

されている信号メッセージにより成り立っているべきである。

　以下に示す文章と図はＶ．２５ｂｉｓのＩＳＤＮ呼制御信号手順へのマッピングを表している。その他

にユーザオプションの可能性があることが分かっている。

　しかし本節ではＶ．２５ｂｉｓでのサポートの概略を示すことを目的として記述している。そして、通

常の呼確立や解放手順が示されている。次節ではＳ点インタフェースでの制御信号の各項目名が付けられ

ている。

Ｖ．２５ｂｉｓ呼設定に含まれる回路表を再掲する。

送信可（１０６）

データセットレディ（１０７）

データ端末レディ（１０８／２）

送信データ（１０３）

受信データ（１０４）

被呼表示（１２５）

　この付録では呼設定および呼切断について論ずる。ここに記述されているＶ．２４相互接続回路のどの

ような特別な使用もこれらのフェーズ中でのみ適用される。データ送信フェーズでの相互接続回路の管理

はこの付録の対象外である。

端末アダプタ（ＴＡ）

論理インタフェース

Ｓ，Ｔ
Ｒ

Ｓ点ｲﾝﾀﾌｪｰｽ
シグナリング機能

Ｖ．２５ｂｉｓ
ＤＣＥ
機能

＝＝  ＝

マッピング

＝  ＝＝
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　他の相互接続回路の状態はこの付録の対象外である。しかし、既存の設備との最大限の整合性を保証す

るため、提供される他の相互接続回路はＶ．２４に定義された自動発信手順中の通常の機能を保有すべき

である。

　特にＤＴＥの正常動作を保証するため、回路１０９の状態は回路１０６の状態に従うべきである。

　ＤＴＥは自動発信手順中に回路１０５をＯＮに保持することを選択してもよい、しかしＴＡはこの状態

を認識する必要はない。

Ⅱ．2　発　呼

Ⅱ.2.1　呼設定

Ⅱ.2.1.1　ＴＡから

　ＤＴＥレディ状態（Ｖ．２５ｂｉｓ）において回路１０８／２＝ＯＮ、回路１０３＝２進「１」である。

ＴＡは１０６＝ＯＦＦ，１０７＝ＯＦＦ，１２５＝ＯＦＦ，１０４＝２進「１」を示す（Ｖ．２５ｂｉｓ

状態遷移図の状態２）。

　回路１０８／２がＯＮであると検出すると、ＴＡは選択信号送出可（Ｘシリーズ）に相当する１０６＝

ＯＮを示し、ＤＴＥは起呼要求コマンドＣＲＩあるいはＣＲＮを示すことによりＤＴＥ－ＤＣＥ対話に入

る。１０８／２がＯＮに応じて、ＴＡは標準ＪＴ－Ｉ４３０にあるようにＳ／Ｔ参照点インタフェースで

のレイヤ１起動を開始するだろう。

　Ｓ／Ｔ参照点インタフェースでのレイヤ２は標準ＪＴ－Ｑ９３１に従って、呼設定メッセージが送出さ

れる時にレイヤ３の要求によって設定されなければならない。

　Ｒインタフェースにおいて有効なコマンドの最終が受信された場合、ＴＡは回線モードでの転送のため

に非制限６４kbit/s 伝達能力を要求する呼設定メッセージをＤチャネルを通して送信する。

　ユーザは呼設定メッセージの低位レイヤ整合性情報要素にレイヤ１端末アダプションを明記してもよい。

（標準ＪＴ－Ｑ９３１の付属資料「低位レイヤ情報コード化原則」参照）

　着番号情報要素はＶ．２５ｂｉｓインタフェースより受信された完全な着番号を一括してエンコードし

なければならない。

Ⅱ.2.1.2　呼設定確認／呼設定受付（交換機から）

　ＴＡより受信した呼設定メッセージに対する網の応答は次のいずれかが可能である：

　－呼設定受付の送信

Ｓ／Ｔ参照点インタフェースのＤチャネル上で呼設定受付メッセージを受信した場合は、Ｂチャネル

が割り当てられ、ＴＡはＢチャネルと接続する。

　－呼設定確認の送信

Ｓ／Ｔ参照点インタフェースのＤチャネル上でＴＡへの呼設定確認メッセージを受信した場合は、Ｂ

チャネルがＴＡに割り当てられるだろう。
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Ⅱ.2.1.3　応答［ＣＯＮＮＥＣＴ］（交換機から）

　ＴＡはＳ／Ｔ参照点インタフェースのＤチャネル上で応答[CONNECT] メッセージを受信すると、発Ｄ

ＴＥに対してＤＣＥレスポンスを送信し、回路１０６をオフにすることで状態５“応答トーン検出”に入

る。

　ＴＡは回路１０７をオンとしＶ．２５ｂｉｓ制御フェーズを完了し 4.1.2 節に記述された“回線への接

続”状態に移る。

Ⅱ.2.2　リモートＤＴＥ／ＴＡからの受信呼

Ⅱ.2.2.1　呼の呼設定［ＳＥＴＵＰ］（交換機から）

　ＴＡはＶ．２５ｂｉｓインタフェースが状態１、２の場合でも呼設定[SETUP] メッセージを受け付ける

べきである。ＴＡはＳインタフェースのＤチャネル上で呼設定メッセージを受信したとき、標準ＪＴ－Ｑ

９３１に示す通信可能性確認（データ信号速度）の手順を取る。ＴＡが着呼に応答できるならば、標準Ｊ

Ｔ－Ｑ９３１の手順に従う。

　ＴＡはＶ．２５ｂｉｓインタフェース経由で着呼（回路１２５＝オン、回路１０４＝‘１’回路１０７

＝オフ）を表示し、状態８（着信呼）に入る。

  

付図Ⅱ－２／ＪＴ－Ｖ１１０　Ｖ．２５ｂｉｓ－ＤＴＥ呼確立と呼切断の例

　ＴＡはＤＴＥがタイマＴ’時間内に回路１０８／２をオンさせなければＤＴＥからの応答なしを示す通

信拒否（理由表示）を用いて着呼を拒否する。

(D)

(D)

(D)

(D)

(D)

(D)

(B)

(B)

(B)

ＴＡ
ＤＴＥレディ

ＤＴＥ

呼設定[SETUP]

応答[CONNECT]

エンド・エンド同期

ＤＴＲ＝オフ，ＴＤ＝１

切断確認

解放[RELEASE]

解放完了[RELEASE COMPLETE]

切断[DISCONNECT]

呼設定受付[CALL PROCEEDING]

起呼要求

ＤＴＥ－ＤＣＥ対話

呼確立

呼接続

呼損ｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ

データ転送

ＤＴＥ切断要求

ＤＣＥ切断確認

ＤＣＥレディ

ＤＴＥレディ

またはＤＴＥノットレディ

応答トーン検出
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Ⅱ.2.2.2　応　答［ＣＯＮＮＥＣＴ］（ＴＡから）

　ＴＡは状態９“着信呼認知”でＤＴＥから着呼受付を示す回路１０８／２＝オンを受信したとき（回路

１０８／２を常時オンしているＤＴＥの場合も同様となるので注意すべきである）、Ｓ／Ｔ参照点インタ

フェースのＤチャネル経由で応答［ＣＯＮＮＥＣＴ］メッセージを送出する。

Ⅱ.2.2.3　応答確認（交換機から）

　応答確認メッセージがＳ／Ｔ参照点インタフェースのＤチャネルで受信されたとき、このメッセージで

選択されたＴＡは、もしあるならば肯定応答を返した後に、回路１２５＝ＯＦＦとしてＤＴＥに示すこと

によって回線捕捉（状態１３）を知らせる。

　ＴＡは 4.1.2 節にあるように回路１０７＝ＯＮとすることによってＶ．２５ｂｉｓ呼制御フェーズを完

了し、回線への接続状態へ移る。

Ⅱ．3　呼切断（付図Ⅱ－２および付図Ⅱ－３）

Ⅱ.3.1　切　断（ＴＡから）

　ＤＴＥによる切断復旧（状態７）回路１０３＝２進「１」、回路１０８／２＝ＯＦＦがＢチャネルを通

してリモートＤＴＥへＴＡによって送信される。

　切断復旧をするＤＴＥ側のＴＡは、Ｖ．２５ｂｉｓインタフェースで状態７を認識したらすぐに回路１

０３、回路１０４および回路１０８／２をＢチャネルから切断する。ＴＡはＢチャネル上の状態ビットお

よびデータビットを回路１０８／２＝ＯＦＦおよび回路１０３＝２進「１」とを対応させ、１０秒のタイ

マ時間リモートＤＴＥからの切断復旧確認を待つ。ＴＡは回路１０７＝ＯＦＦとすることによって切断中

のＤＴＥ（Ｖ．２５ｂｉｓインタフェースに対応する状態はない）にＤＣＥ切断復旧確認を送る。ＴＡは

Ｓ／ＴインタフェースのＤチャネルを通して切断メッセージをも送信する。

　Ｄチャネル上で解放メッセージを受信後、ＴＡは交換機に解放完了メッセージを送信し、ＤＴＥはＤＴ

ＥレディまたはＤＴＥノットレディ状態に入る。
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Ⅱ.3.2　切　断（交換機から）

  

付図Ⅱ－３／ＪＴ－Ｖ１１０　Ｖ．２５ｂｉｓ－ＤＣＥ呼設定と呼切断の例

　網による呼復旧の場合、ローカル交換機はＴＡ復旧のためにＴＡに対しＤチャネル上に「切断」（ＤＩ

ＳＣ）メッセージを送出する。ＴＡは「切断」（ＤＩＳＣ）メッセージ受信ののち、交換機に対しＤチャ

ネル上に「解放」（ＲＥＬ）メッセージを送出する。

　Ｖ．２５ｂｉｓインタフェースが呼確立フェーズであって状態５、６、１２に到達しておらず「切断」

（ＤＩＳＣ）メッセージが呼解放に対する理由を含んでいた場合、ＴＡはＤＴＥ－ＤＣＥ対話状態３とな

り呼復旧に先だってＤＴＥに対し対応する呼損インディケーションを送出する。

　さもなければＴＡはＤＴＥとのＶ．２５ｂｉｓインタフェースに対してＤＣＥ復旧表示（１０７＝オフ、

１０３＝１）を送出し、ＤＴＥはＴＡに対してＤＴＥ復旧確認を返送する。ＤＴＥ復旧確認は、たとえば

Ｖ．２４の 4.3.3 節に記載されているようなＤＴＥによる呼復旧（１０８／２＝オフ、１０４＝１）と同

様である（Ｖ．２５ｂｉｓインタフェース状態によらない）。ＤＴＥがタイマＴ以内に１０８／２＝オフ

を表示しなかった場合は、ＴＡはタイマの満了でＤチャネルに「切断」（ＤＩＳＣ）メッセージを送出す

る。

Ⅱ.3.3　「切断」（ＤＩＳＣｏｎｎｅｃｔ）（ＴＡ間のインバンド）

　ＤＴＥがＤＴＥによる呼復旧を起動すると、この状態はＢチャネル内のスロットに送信され、公衆網

（ＰＳＴＮ）の切断であるＤＴＥ１０７＝オフと同等のＤＣＥ復旧表示として受信される。

(D)

(D)

(D)

(D)

(D)

(D)

(B)

(B)

ＴＡ
ＤＴＥレディ／ノットレディ

ＤＴＥレディ／ノットレディ

ＤＴＥ

呼設定(SETUP)

応答(CONNECT)

応答確認(CONNECT ACKNOWLEDGE)

エンド・エンド同期

ＤＴＲ＝ＯＦＦ，ＲＤ＝１

解放(RELEASE)

解放完了(RELEASE COMPLETE)

切断(DISCONNECT)

着呼

着呼検出

着呼受付

レディフォーデータ

データ転送

リモートＤＴＥによる切断

ＤＴＥによる切断

ＤＣＥレディ

回線捕捉
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　ＴＡはＳ／Ｔ参照点のインタフェースにおけるＢチャネルを通じてインバンドで受信した呼復旧要求を

認識する。ＴＡはＢチャネルから１０３、１０８／２端子を分離し、ＤＴＥに対しＤＣＥ復旧表示（１０

４＝オフ、１０７＝オフ）を送信する。

　呼復旧されるＴＡが復旧を要求したＤＴＥからＤＴＥ復旧確認（１０８／２＝オフ、１０４＝１）を受

信したのち、呼復旧されるＴＡはＤチャネルに「切断」（ＤＩＳＣ）メッセージを送出しＢチャネルを開

放する。

　Ｄチャネル上の「解放」（ＲＥＬ）メッセージ受信後、ＴＡは呼番号を開放し交換機に対して「解放完

了」（ＲＥＬ　ＣＯＭＰ）メッセージを送出し、Ｖ．２５ｂｉｓインタフェースは１０８／２の状態によ

りＤＴＥノットレディ状態またはＤＴＥレディ状態に入る。

Ⅱ.3.4　「解放完了」（ＲＥＬ　ＣＯＭＰ）

　呼復旧されたＤＴＥが接続するＴＡが、ＴＡのＳ／Ｔ参照点インタフェースにおけるＤチャネルを通し

て「解放完了」（ＲＥＬ　ＣＯＭＰ）受信したとき、Ｖ．２５ｂｉｓインタフェースは回路１０８／２の

状態によりＤＴＥノットレディ状態またはＤＴＥレディ状態に入る。

Ⅱ.3.5　着呼に対する否定応答

 付図Ⅱ－４／ＪＴ－Ｖ１１０　着呼に対する否定応答

　この時、被呼端末がビジー状態であるために呼が受け入れられない事を示すため、呼設定 (SET UP)

メッセージに含まれる情報とコンパチブルな端末を取り扱うＴＡによって、適切な原因コードを含んだ解

放完了 (RELEASE COMPLETE) メッセージが送信される。（付図Ⅱ－４）

ＤＴＥＡ ＴＡ ＥＴａ ＥＴｂ ＴＡ ＤＴＥＢ

呼設定

発呼要求

呼設定(SI)呼設定(SI)

呼設定受付

解放

呼切断 解放完了

解放完了
(理由表示)

切断
(理由表示)

呼損
ｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ
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Ⅱ．4　ダイレクトコール

Ⅱ.4.1　ダイレクトコールＤＴＥ呼設定及び切断

　手順は付図Ⅱ－５に示されている。

付図Ⅱ－５／ＪＴ－Ｖ１１０　Ｖ．２５ｂｉｓダイレクトＤＴＥ発呼及び切断

(D)

(D)

(D)

(D)

(D)

(D)

(B)

(B)

ＴＡ
レディ(108/1＝OFF)

ＤＴＥ

呼設定(SET UP)

応答(CONNECT)

エンド・エンド同期

ＤＴＲ＝ＯＦＦ，ＴＤ＝１

解放

解放完了

切断(DISCONNECT)

呼設定受付
発呼(108/1＝ON)

データレディ(107＝ON)

データ転送

ＤＴＥ切断(108/1＝OFF)

ＤＴＥレディ(107＝OFF)
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Ⅱ.4.2　ダイレクトコールＤＣＥ呼設定・復旧

　付図Ⅱ－６で示された過程が最も良い。

  

付図Ⅱ－６／ＪＴ－Ｖ１１０　Ｖ．２５ｂｉｓ－ダイレクトＤＣＥ呼確立・呼復旧

Ⅱ．5　ＪＴ－Ｑ９３１理由表示のＶ．２５ｂｉｓ呼損インディケーション・応答へのマッピン

グ

　ある場合には、ＪＴ－Ｑ９３１からＶ．２５ｂｉｓへ理由表示をマッピングすることが必要になる。Ｔ

Ａは、ＪＴ－Ｑ９３１メッセージからＶ．２５ｂｉｓ呼損インディケーション又は、コールプログレス信

号への理由表示を記す次頁の表を使用しなければならない。理由コードはＩＳＤＮによってＴＡへ与えら

れる。

　ＤＴＥによる呼損インディケーションの扱いは国内の問題である。

　ＣＦＩ（ＡＢ）は、ＤＴＥによって再呼が無意味と判断されるべきであり、呼が確立する前にＤＴＥ内

でいくつかの変更を行なう必要がある。ＣＦＩ（ＥＴ）は、一時的な状態と判断されるべきであり、ＤＴ

Ｅは変更なしで呼をリトライしてもよい。ＣＦＩ（ＮＴ）は、呼の失敗を示し、ＤＴＥは呼をリトライす

る前に待つべきである。ＣＦＩ（ＮＶ）は、ローカル無効コマンドで予約され、ＩＳＤＮ理由コードが

マッピングされたものではない。

　ＪＴ－Ｑ９３１理由表示は、Ｒ参照点へすべて報告されるわけではない。

　次頁の表で示される一般の原則は、正常イベントの理由表示として０～３１、リソース利用不可の理由

表示として３２～４７、サービス利用不可の理由表示として４８～６３、サービス未提供の理由表示とし

て６４～７９、無効メッセージの理由表示として８０～９５、手順誤りの理由表示として９６～１１１、

インタワーキングの理由表示として１１２～１２７で区別している。

(D)

(D)

(D)

(D)

(D)

(B)

(B)

ＴＡ
ＤＴＥレディ(108/1=OFF)

ＤＴＥ復旧確認

ＤＴＥレディ(108/1=OFF)

ＤＴＥ

呼設定

応答

応答確認

エンド・エンド同期

ＤＴＲ＝ＯＦＦ，ＲＤ＝１

解放

解放完了

切断

着呼(107＝OFF, 125＝ON)

着呼受付(108/1＝ON)

レディフォーデータ(107=ON,125=OFF)

データ転送

ＤＣＥ復旧
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項番 ＪＴ－Ｑ９３１理由表示
ISDN

ｺｰﾄﾞ
Ｖ．２５ｂｉｓ呼の応答

V.25bis

コード

１ 欠番 １ 接続不可 ＡＢ

２ 中継網ルートなし ２ 接続不可 ＮＴ

３ 相手ルートなし ３ 接続不可 ＡＢ

４ チャネル利用不可 ６ 接続不可 ＥＴ

５ 呼が設定済のチャネルへ着呼 ７ ＡＢ

６ 正常切断 16 適用しない None

７ 着ユーザビジー 17 相手ビジー ＥＴ

８ 着ユーザ応答なし 18 無接続 ＮＴ

９ 着ユーザ呼出中応答なし 19 無接続 ＮＴ

10 通信拒否 21 無接続 ＮＴ

11 相手端末番号変更 22 番号変更 ＡＢ

12 選択されなかったユーザの切断復旧 26 無接続 ＡＢ

13 相手端末故障中 27 無接続 ＮＴ

14 無効番号フォーマット（不完全番号） 28 選択信号誤り ＡＢ

15 ファシリティ拒否 29 ＡＢ

16 状態問合応答 30 ＡＢ

17 その他の正常クラス 31 ＡＢ

18 利用可回線／チャネルなし 34 無接続 ＥＴ

19 網障害 38 無接続 ＮＴ

20 一時的障害 41 規則違反 ＮＴ

21 交換機ふくそう 42 網ふくそう ＮＴ

22 アクセス情報廃棄 43 無接続 ＮＴ

23 要求回線／チャネル利用不可 44 無接続 ＥＴ

24 その他のリソース使用不可クラス 47 網ふくそう ＮＴ

25 ＱＯＳ利用不可 49 ＡＢ

26 無効ファシリティ要求 50 ＡＢ

27 伝達能力不許可 57 ユーザクラス不一致 ＡＢ

28 伝達能力利用不可 58 網輻輳 ＥＴ

29 サービス利用不可（クラス） 63 無接続 ＡＢ

30 未提供伝達能力指定 65 無効ファシリティ要求 ＡＢ

31 未提供チャンネル種別指定 66 無効ファシリティ要求 ＡＢ

32 未提供ファシリティ要求 69 無効ファシリティ要求 ＡＢ

33 制限ディジタル転送のみ可能 70 無効ファシリティ要求 ＡＢ

34 サービス未提供（クラス） 79 無効ファシリティ要求 ＡＢ

35 無効呼番号使用 81 ＮＴ

36 無効チャネル番号使用 82 なし

37 呼識別番号未使用 83 なし

38 中断呼識別番号使用中 84 なし
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項番 ＪＴ－Ｑ９３１理由表示
ISDN

ｺｰﾄﾞ
Ｖ．２５ｂｉｓ呼の応答

V.25bis

コード

39 中断呼なし 85 なし

40 ＩＤ（識別子）を持つ呼が切断された 86 なし

41 端末属性不一致 88 ＡＢ

42 無効中継網選択 91 なし

43 無効メッセージ（クラス） 95 なし

44 必須情報要素不足 96 なし

45 メッセージ種別未定義 97 プロトコルエラー、なし

46 不完全メッセージ 98 プロトコルエラー、なし

47 情報要素未定義 99 プロトコルエラー、なし

48 情報要素内容無効 100 プロトコルエラー、なし

49 呼状態とメッセージ不一致 101 プロトコルエラー、なし

50 タイマ満了による回復 102 なし

51 その他の手順誤り 111 プロトコルエラー、なし

52 その他のインタワーキングクラス 127 適用しない

注－Ｖ．２５ｂｉｓに関連する、ＩＳＤＮの新しい呼損インディケーションについては継続検討課題であ

る。
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Ⅱ．6　例外処理に関する補足

　呼が早期に切断された時、あるいは発呼が失敗した場合に、標準ＪＴ－Ｑ９３１及び勧告Ｖ．２５ｂｉ

ｓの手順が適用される。以下に示す手順は、Ｒ参照点とＳ参照点との相互のマッピングに依存する。

Ⅱ.6.1　呼の衝突

　着呼は発呼より優先とする（通常にＰＳＴＮに接続されたＶ．２５ｂｉｓ端末の場合）。

Ⅱ.6.1.1　Ｖ．２５ｂｉｓインタフェースにおける呼の衝突

　ＴＡは着信したＳＥＴＵＰメッセージを受け付けなければならない。Ｖ．２５ｂｉｓインタフェースに

おいて呼の衝突が発生した場合（ＴＡは着信状態、Ｖ．２５ｂｉｓ端末は発信状態）、ＴＡは着呼の為に

発呼処理を遅らせ、発呼手順に先立って着信処理を行う。

Ⅱ.6.1.2　Ｓ／Ｔ参照点における呼の衝突

　この処理は標準ＪＴ－Ｑ９３１に定義されている。

Ⅱ.6.2　利用できるチャネルが無い場合の処理

　呼設定時にＳ／Ｔ参照点においてＢチャネルを含むチャネルが無い場合、送信したＳＥＴＵＰメッセー

ジに対して網から理由表示３４＝利用可チャネル無しを含むＲＥＬＥＡＳＥ　ＣＯＭＰＬＥＴＥメッセー

ジが返送される。このときＶ．２５ｂｉｓインタフェースには呼損インディケーションＥＴ（話中音）が

マッピングされる。

Ⅱ.6.3　早期切断

Ⅱ.6.3.1　発呼「呼設定」に対する無応答

　もし、発呼「呼設定」(SETUP) メッセージに交換機から応答がなければ、ＤＴＥは国の勧告のＴ２タイ

マで規定されているタイムアウト後、ＤＴＥが１０８／２＝ＯＦＦとすることにより切断手順を起動する。

Ｓ参照点上のＴＡは、「解放完了」(RELEASE COMPLETE)メッセージ（理由コード３１：その他の正常

クラス）を送出する。Ｖ．２５ｂｉｓインタフェースはＤＴＥレディー状態か、ＤＴＥノットレディー状

態にもどる。

　別の方法として、ＴＡが、もしオプションタイマＴ３０３（ＪＴ－Ｑ９３１）を備えていれば、上記と

同様に「解放完了」(RELEASE COMPLETE)メッセージ（理由コード１０２：タイマ満了による回復）を

送出し、Ｓ／Ｔ参照点上のインタフェースにおける切断手順をスタートしてよい。Ｖ．２５ｂｉｓインタ

フェース上ではＴＡは呼損インディケーションＮＴ（応答トーン無し）を送出する。
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＜参考＞

１．補遺の作成に至った経緯

　この補遺は、標準ＪＴ－Ｖ１１０に従って具体的に回線交換用のＩＳＤＮ端末あるいは、Ｖシリーズ既

存ＤＴＥを収容するための端末アダプタを設計する場合に、本文に記述されている内容の理解を助ける目

的で作成されたものである。

２．規定範囲

　本補遺は標準ＪＴ－Ｖ１１０の内容に対して記述されたものである。

３．改版の履歴

版　数 制　定　日 改版 対応するＴＴＣ標準

内容 番　号 名　　　称 発行年度 版数

第１版 平成２年

　２月　８日

制定 JT-V110 ＩＳＤＮによるＶシリーズイ

ンタフェースを持つデータ端

末装置（ＤＴＥ）のサポートと

インタフェース仕様

１９８９ １＊

　＊本補遺は現在改版作業中のＪＴ－Ｖ１１０第２版にも対応している。

４．その他

(1) 　参照している勧告、標準等

　標準ＪＴ－Ｖ１１０、標準ＪＴ－Ｑ９３１、標準ＪＴ－Ｘ３０
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１．まえがき

　この補遺は、標準ＪＴ－Ｖ１１０に従って具体的に回線交換用のＩＳＤＮ端末あるいは、Ｖシリーズ既

存ＤＴＥを収容するための端末アダプタを設計する場合に、本文に記述されている内容の理解を助ける目

的で作成されたものである。

　上記の目的に基づいて、本補遺では、特に、相互交信性の確保に必要な注意事項等を中心にＱＵＥＳＴ

ＩＯＮ ＆ ＡＮＳＷＥＲの形式で記述している。

　今後、疑問点や問題が更に生じた場合には、適宜、ＱＵＥＳＴＩＯＮ ＆ ＡＮＳＷＥＲ等を追加し、標

準ＪＴ－Ｖ１１０補遺の内容の充実を図っていく予定である。
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２．ＱＵＥＳＴＩＯＮＳ　＆　ＡＮＳＷＥＲＳ

2.1　Ｅビットの使用法

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１１０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号　　　　　１

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 ユーザ速度でのＥ１ Ｅ２ Ｅ３ の送出と識別について

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

(1) 　ユーザ速度がＥビットによる表示と、Ｄチャネル呼制御上の低位レイヤ整合性情報要素（ＬＬ

Ｃ）による表示とで異なる場合の処置は？

(2) 　非同期と同期とで、Ｅビット、低位レイヤ整合性情報要素（ＬＬＣ）の使用上の差は？

(3) 　Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３ だけでは、信号速度は一義的に決められず、中間速度が必要。

　この中間速度を知る方法は？

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１１０ 参照箇所　2.1.2.4 節

ＡＮＳＷＥＲ

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１１０ 参照箇所　2.1.2.4 節

ＡＮＳＷＥＲ　内容

(1) 　図２－１／ＪＴ－Ｖ１１０に示される速度整合部ＲＡ１、ＲＡ２が正しく機能するためには、

事前にユーザ速度（ＲＡ１）、中間速度（ＲＡ２）を指定する必要があります。このうち中間速

度は表２－１／ＪＴ－Ｖ１１０（速度整合の第１ステップ）に示されているように、ユーザ速度

が決定されると一義的に決定されるので、少なくともユーザ速度を知る必要があります。

　このユーザ速度はＤチャネル呼制御メッセージ上の低位レイヤ整合性情報要素（ＬＬＣ）５ａ

オクテットの「ユーザ速度」により判定することが一般的です。中間速度は同じく、低位レイヤ

整合性情報要素の５ｂオクテット「中間速度」にても知ることができますが、表２－１／ＪＴ－

Ｖ１１０（速度整合の第１ステップ）に示されているようにユーザ速度が決定されると、一義的

に決定できますので、この５ｂオクテットの「中間速度」の設定は必ずしも必要ありません。2.1.3

節に記述されているフレーム同期の確立には相互交信を行なうＴＥ１／ＴＡ間でまず中間速度が

一致している必要があります。このフレーム同期が確立することにより初めてＥビットの検出が

可能となります。

　Ｅビットによるユーザ速度の指定が上記低位レイヤ整合性情報要素５ｂオクテットによる指定

と異なった場合の処理は特に規定されておらず、インプリメントにまかされています。しかし、

相手端末がＥ１，Ｅ２，Ｅ３ ビットを検証している場合もありますので、Ｅ１，Ｅ２，Ｅ３ ビットを検証

しない端末においても常に正しく設定して、８０ビットフレームを送出する必要があります。
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ＡＮＳＷＥＲ　内容（続き）

(2) 　図２－３／ＪＴ－Ｖ１１０（３段階の速度整合）に示されているように、非同期モードではＲ

Ａ０部がさらに必要となります。このＲＡ０部が動作する条件として、少なくとも非同期モード

のキャラクター長（スタートビット＋データビット＋パリティビット＋ストップビット）を事前

に指定しておく必要があります。このキャラクター長は通常低位レイヤ整合性情報要素の５ｃオ

クテットに指定されます。また非同期モード時のＥ１，Ｅ２，Ｅ３ ビットは表２－８／ＪＴ－Ｖ１１

０（非同期ユーザ速度）のＲＡ０／ＲＡ１速度の欄に示されている通信速度をＥ１，Ｅ２，Ｅ３ ビッ

トで指定する必要があります。

(3) 　中間速度は (1)項で説明されているように、一般的にはＤチャネル呼制御メッセージの低位レ

イヤ整合性情報要素（ＬＬＣ）の５ｂオクテットユーザ速度が指定されると表２－１／ＪＴ－Ｖ

１１０（速度整合の第１ステップ）により設定するか、５ｃオクテットの「中間速度」にても知

ることができます。また低位レイヤ整合性情報要素が利用できない場合には、インチャネルによ

る次の２方式が考えられます。

ⅰ）標準ＪＴ－Ｘ３０付録Ⅱに説明されている方式

　これは、標準ＪＴ－Ｉ４６０　1.1 節に規定されているように８、１６及び３２kbit/s の速度

整合においては、表１－１／ＪＴ－Ｉ４６０（ビット配置）に示されているようにすべての未

使用ビットの位置は値「１」にするという条件を利用した標準ＪＴ－Ｘ３０付録Ⅱに説明され

ている方式により中間速度の判定が可能です。しかしこれは、多重化されていない場合に限り

ます。

ⅱ）標準ＪＴ－Ｖ１１０付録Ⅰに説明されているインバンドパラメータ交換を利用する方式
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2.2　４８kbit/sでのＸビットの使用法

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１１０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号　　　　　２

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 ４８kbit/s でのＸビットの使用法について

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

　表２－７ａ／ＪＴ－Ｖ１１０　注２において

　『状態ビットとＸビットの使用法は、2.1.2.3 節参照。しかしながら、国際間の制限付き６４kbit/s 伝

達能力で使用するときは、Ｘビットを１にセットしなければならない』と述べられていますが、Ｘビッ

トの使い方の異なる端末間の相互接続に問題がないのでしょうか。

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１１０ 参照箇所　2.2 節　表２－７ａ　注２

ＡＮＳＷＥＲ

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１１０ 参照箇所　2.2 節

ＡＮＳＷＥＲ　内容

　４８kbit/s に対してのビットＸの使用法には、①2.1.2.3 節に記述されている使用法、②ビットＸは１

にセットするという２つの選択肢があります。①を選択した端末は②を選択した端末との相互接続に

おいて以下の注意が必要です。

　①を選択した端末は受信したビットＸが１に設定されている時も接続を許容する必要があります。
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2.3　フィルビットについて

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１１０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号　　　　　３

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 フィルビットについて

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

　表２－６ｄあるいは表２－６ｆに示されているＦ（フィルビット）は実際にどのような値をマッピ

ングすればよいのか。

参照文献名 参照箇所　2.1.2.7 節

ＡＮＳＷＥＲ

参照文献名 参照箇所　2.1.2.7 節

ＡＮＳＷＥＲ　内容

　標準ＪＴ－Ｖ１１０としては特に規定していません。従って、どのような値を設定しようが自由と

考えます。但し、受信する側もどのような値が設定されていても、正常に動作するよう考慮しておく

必要があります。
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2.4　回路１０６におけるＮビット遅延後のＯＮについて

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１１０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号　　　　　４

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 回路１０６におけるＮビット遅延後のＯＮについて

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

　回路１０５がＯＮになってからＮビット遅れて回路１０６をＯＮするのはどのような理由によるの

でしょうか。また、具体的にＮの値として２４が提案されていますが、この値もどのような根拠で出

されているのでしょうか。

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１１０ 参照箇所　3.3 節  回路１０６

ＡＮＳＷＥＲ

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１１０ 参照箇所　3.3 節

ＡＮＳＷＥＲ　内容

　表２－３／ＪＴ－Ｖ１１０マッピングの概要に示されているように、回路１０５はＳ４、Ｓ９＝Ｓ

Ｂビットを経由してリモートＴＡの回路１０９に伝達されます。このＳＢビットは、表２－２／Ｖ－

１１０フレーム構造から明らかなように、データ２４ビット分毎にしかＳ４、Ｓ９ビットは伝達でき

ません。すなわち、回路１０５がＯＮになった後、最悪２４ビット遅延してリモートＴＡに伝達され

ます。このため回路１０６は、少なくともＮ＝２４ビット分遅延してＯＮにする必要があります。
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2.5　ＶシリーズＴＥ２とＸ．２１　ＴＥ２相互接続について

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１１０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号　　　　　５

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 ＶシリーズＴＥ２とＸ．２１　ＴＥ２相互接続について

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

　同一通信速度で、ＶシリーズＴＥ２とＸ．２１  ＴＥ２の相互接続を可能とするためには、どのよ

うな点を注意すればよいのでしょうか。

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１１０ 参照箇所　付属資料Ａ　Ａ．４節

ＡＮＳＷＥＲ

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１１０ 参照箇所　付属資料Ａ

ＡＮＳＷＥＲ　内容

制御情報のＶシリーズからＸ．２１へのマッピングは、

（Ｖシリーズ） （ＪＴ－Ｖ１１０） （ＪＴ－Ｘ３０） （Ｘ．２１）

回路１０８ → Ｓ１，Ｓ３，Ｓ６，Ｓ８ → ＳＱ，ＳＲ → Ｉ

回路１０５ → Ｓ４，Ｓ９ → ＳＰ → Ｉ

逆にＸ．２１からＶシリーズへのマッピングは、

（Ｘ．２１） （ＪＴ－Ｘ３０） （ＪＴ－Ｖ１１０） （Ｖシリーズ）

Ｃ → ＳＱ，ＳＲ → Ｓ１，Ｓ３，Ｓ６，Ｓ８ → 回路１０７

→ ＳＰ → Ｓ４，Ｓ９ → 回路１０９

となります。従って、全二重モードでは、データ転送状態では一般にＶシリーズＤＴＥにおいては、回

路１０８、回路１０５は常にＯＮとして使用し、Ｘ．２１ＤＴＥにおいては、Ｃ信号を常にＯＮとして

使用しますので、問題ありませんが、半二重モードで使用する場合は、送受信方向が入れ替わる度に回

路１０５のＯＮ／ＯＦＦ、Ｃ信号のＯＮ／ＯＦＦが発生し、これらをどのように相手制御信号へマッピ

ングするかは規定されていません。現時点では半二重モードでの相互接続方法は将来課題となっていま

す。
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2.6　ＩＰＥについて

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１１０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号　　　　　６

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 ＩＰＥについて

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

(1) 　ＩＰＥは、非制限６４kbit/s の速度の使用が推奨されている。（1.1.5 節)

　それにもかかわらず、付図Ⅰ－２３にて、状態６（同期待－パラメータ交換）から状態７（パラ

メータ交換）に至る過程でのＸビットＯＮ受信が期待されている。

　もし、６４kbit/s 使用ならば、Ｘビットが使用できないのではないか？

(2) 　付図Ⅰ－２３にて、状態４データ転送中に、いきなりｄ＝ＩＤＬＥが受信されると、状態７のパ

ラメータ交換になるようになっている。データ転送中に“ＩＤＬＥ”を受信すると、端末側にその

“ＩＤＬＥ”が出てしまうのではないか？

(3) 　付図Ⅰ－２３で、状態２（同期待－データ転送）から、状態４（データ転送）に入る時の方法と

して、Ｓ＝ＯＮ、Ｘ＝ＯＮ受信に加えて、オプションとしてＳ＝ＯＦＦ、Ｘ＝ＯＮがあり得ること

になっているが、何故このようなオプションが必要なのか？

  

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１１０ 参照箇所　付録Ⅰ

ＡＮＳＷＥＲ

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１１０ 参照箇所　付録Ⅰ

ＡＮＳＷＥＲ　内容

(1) 　付図Ⅰ－２３の状態図には、I.5.2 節で記述されているＩＰＥユーザ速度が 4.8, 9.6,19.2 kbit/s の場

合の状態遷移しか図示されていません。

　一般には、状態図は参考であり、あくまでも標準本文の記述が優先されると考えるべきです。

　ＩＰＥとして非制限６４kbit/s の速度を使用する場合は、I.5.2 節の最後に「フレーム同期要求は無

い」と記述されているのみで詳細な記述はありません。非活性状態（状態１）より、同期待－パラ

メータ交換状態（状態６）を経由せず、パラメータ交換状態（状態７）に遷移すべきと考えられま

す。

(2) 　データ転送中（状態４）にＳ＝ＯＦＦ、Ｘ＝ＯＮおよびＤ＝ＩＤＬＥが受信されると、状態７の

パラメータ交換状態に戻ります。この場合、Ｓ＝ＯＦＦとなっているので、表２－３／ＪＴ－Ｖ１

１０（マッピングの概要）に示されているように、Ｓ１、Ｓ３、Ｓ６、Ｓ８＝ＳＡ、およびＳ４、

Ｓ９＝ＳＢはそれぞれ回路１０７、回路１０９にマッピングされているので、回路１０７、回路１

０９はＯＦＦとなります。従って、回路１０４（受信データ）を回路１０９でマスキングすれば、

ＤＴＥへの受信データ中にＩＰＥ用のＩＤＬＥ信号がでてしまうことを防止できます。但し、この

場合ＤＴＥによっては回路１０７  ＯＦＦで切断と判断してしまう場合もありますので注意が必要

です。

(3) 　ＩＰＥをサポートしていないＴＡとの相互交信、あるいは、Ｘ．２１　ＴＥとの相互交信を考慮

すると、このような条件分けが必要になります。


	　　



